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ésÇÃêlå˚Å@50,670êl
ÅEíj 25,153êl Åi25,864êlÅj ê¢ë—êî 20,399ê¢ë—
ÅEèó 25,606êl Åi25,491êlÅj Åi20,181 ê¢ë—Åj

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計ésÇÃêlå˚Å@50,670êl

ÅEíj 25,153êl Åi25,864êlÅj ê¢ë—êî 20,399ê¢ë—
ÅEèó 25,606êl Åi25,491êlÅj Åi20,181 ê¢ë—Åj

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計ésÇÃêlå˚Å@50,670êl

ÅEíj 25,153êl Åi25,864êlÅj ê¢ë—êî 20,399ê¢ë—
ÅEèó 25,606êl Åi25,491êlÅj Åi20,181 ê¢ë—Åj

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計ésÇÃêlå˚Å@50,355êl

ÅEíj 24,864êl Åi25,153êlÅj ê¢ë—êî 20,181ê¢ë—
ÅEèó 25,491êl Åi25,669êlÅj Åi20,346 ê¢ë—Åj

４月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,919人

・男 25,043人（25,083人） 世帯数 21,269世帯
・女 25,876人（25,874人） （21,291世帯）

７月31日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計

8.25『おしまこ流し踊り』
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任
期
満
了
に
伴
う
む
つ
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

は
、
９
月
21
日
（
日
）
に
告
示
さ
れ
、
９
月
28
日
（
日
）

に
投
票
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
む
つ
市
の
今
後
を
方
向
づ
け
る
た
め
、
そ
し
て

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
願
い
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
、
投
票
日
に
は
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
あ
な

た
の
大
切
な
１
票
を
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

選
　
挙
　
権

◎
投
票
で
き
る
方

　
転
居
・
転
入
・
転
出
等
に
よ
り
、
投
票
所
が
変
更

に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

〈
年
令
要
件
〉

　
昭
和
58
年
９
月
29
日
以
前
に
出
生
し
た
方

〈
住
所
要
件
〉

　
平
成
15
年
６
月
20
日
ま
で
に
、
む
つ
市
の
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
の
届
け
出
（
住
民
票
の
登

録
）を
し
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
居
住
し
て
い

る
方

〈
市
内
で
転
居
し
た
方
〉

　
平
成
15
年
９
月
13
日
以
降
に
市
内
転
居
の
届

け
出
を
し
た
方
は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で
投

票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

〈
投
票
時
間
〉

　
全
投
票
所
と
も
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す

◎
投
票
で
き
な
い
方

・
市
外
へ
住
所
を
移
し
た
方

・
成
年
被
後
見
人

・
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
が
終

わ
る
ま
で
の
者

・
法
律
で
定
め
ら
れ
た
選
挙
に
関
す
る
犯
罪
に

よ
り
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
刑

の
執
行
猶
予
中
の
者
、
並
び
に
選
挙
権
お
よ

び
被
選
挙
権
が
停
止
さ
れ
て
い
る
者

※
現
に
当
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
て
も
、
修

学
の
た
め
に
他
市
町
村
の
寮
・
下
宿
等
に
居

住
し
て
い
る
学
生
の
住
所
は
、
そ
の
寮
・
下
宿

等
が
原
則
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
当
市

で
は
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
そ
の

寮
・
下
宿
等
が
家
族
の
居
住
地
に
近
接
す
る

地
に
あ
り
、
休
み
以
外
に
も
し
ば
し
ば
帰
宅

す
る
必
要
が
あ
る
等
、
特
段
の
事
情
が
あ
る

場
合
は
除
か
れ
ま
す

投
票
の
方
法

〈
投
票
は
自
書
式
で
す
〉

　
投
票
は
自
書
式
投
票
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
名
前
を
１
人
だ
け
記

入
し
て
投
票
す
る
方
法
で
す
。

〈
代
理
投
票
も
で
き
ま
す
〉

　
手
や
腕
の
故
障
な
ど
で
文
字
の
書
け
な
い
方

や
、
文
字
の
読
み
書
き
が
十
分
で
な
い
方
は
、
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳
守
の
う
え
、

あ
な
た
に
代
わ
っ
て
投
票
し
て
く
れ
ま
す
。

〈
正
し
い
投
票
を
〉

　
せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
、
正
し
く
記
載
し
な

か
っ
た
た
め
に
無
効
に
な
っ
て
し
ま
う
票
が
あ

り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
投
票
は
無
効
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
候
補
者
で
な
い
者
の
氏
名
を
書
い
た
も
の
。

・
２
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
た
も
の
。

・
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
に
、
余
計
な
も
の
を
書

い
た
も
の
。（
例
え
ば
、
氏
名
を
○
や｢

　｣

、

（
　
）
な
ど
で
囲
ん
だ
り
、
氏
名
の
下
に
『
へ
』

や
『
さ
ん
へ
』
な
ど
と
書
い
た
も
の
）

一般選挙 の投票日です
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９月28日の日曜日は

む つ市議会議員　

不
在
者
投
票

　
不
在
者
投
票
の
事
由
が
緩
和
さ
れ
、
手
続
き
は

簡
単
で
す
。

　
投
票
当
日
、
旅
行
や
用
事
な
ど
で
投
票
所
に
行

け
な
い
見
込
み
の
方
は
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
印
鑑
は
不
要
で
す
。

〈
不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間
〉

９
月
21
日
〜
27
日
ま
で
の
毎
日
で
き
ま
す
。

〈
不
在
者
投
票
の
受
付
時
間
〉

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

〈
不
在
者
投
票
を
行
う
場
所
〉

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
北
庁
舎
１
階
）

〈
不
在
者
投
票
の
方
法
〉

　
宣
誓
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

宣
誓
書
の
用
紙
は
同
事
務
局
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

〈
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
（
在
宅
投
票
）〉

　
郵
便
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
の
不
在
者

投
票
用
紙
等
の
請
求
は
、
投
票
日
の
４
日
前（
９

月
24
日
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
人
が
署
名
し
た
請
求
書
に
郵
便
投
票
証
明

書
を
添
え
て
選
挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

　
新
規
に
申
請
さ
れ
る
方
は
、
障
害
者
手
帳
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
　
　
　
票

　
開
票
は
即
日
、
午
後
９
時
か
ら
む
つ
市
民
体
育

館
で
行
い
ま
す
。

　
参
観
す
る
方
は
、
開
票
事
務
の
妨
げ
に
な
る
よ

う
な
行
為
は
慎
み
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
会
場
内
は
禁
煙
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

〈
入
場
制
限
等
〉

　
選
挙
会
場
へ
の
入
場
は
午
後
８
時
30
分
か
ら
開

始
し
ま
す
。
な
お
、
入
場
は
500
人
に
限
定
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
体
育
館
前
は
駐
車
禁
止

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

この選挙について詳しくは

むつ市選挙管理委員会

�22-1111（内線780・782）

�22-7678（直通）　　　　　

【投票所入場券は発行していません】

むつ市では、投票所入場券は発行していませんので、投票できる方は、

直接あなたの投票所で投票してください。

　各投票所と投票区域は次ページの表のとおりです。

　また、今回の市議会議員選挙では、候補者の政策等を載せた『選挙公報』を発行いたしますので、

『周知用チラシ』とともによくご覧になって投票しましょう。

　『選挙公報』と『周知用チラシ』は投票日前日までに各世帯に配付いたしますが、何らかの事情に

よりお手元に届かない場合は、選挙管理委員会事務局のほか、市の関連施設でお受け取りください。
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お 確 か め く だ さ い

あ な た の 投 票 所
最近住所が変わった方は、前もって投票所をご確認ください。

投票所の場所がわからない場合は、市選挙管理委員会にお問い合わせください。

第10投票区の投票所が『田名部中学校』から『海老川コミュニティセンター』に変わりました。

変更地域のみなさまは十分注意ください。

投　　票　　所

柳 町 保 育 所

柳 町 集 会 所

田 名 部 町 集 会 所

横 迎 町 集 会 所

熊 野 神 社 社 務 所

小 川 町 摩 利 支 尊 天 堂

星 美 幼 稚 園

市 役 所 市 民 ル ー ム

中 央 町 内 会 集 会 所

海老川コミュニティセンター

下 北 町 集 会 所

こ ば と 幼 稚 園

苫 生 小 学 校

金 曲 集 会 所

大曲コミュニティセンター

品 ノ 木 集 会 所

土 手 内 集 会 所

斗南岡生活改善センター

樺 山 集 会 所

漁民研修センター北関根分館

関根浜漁民研修センター

漁民研修センター烏沢分館

金谷沢生活改善センター

奥 内 小 学 校

近 川 集 会 所

中 野 沢 集 会 所

山 田 町 集 会 所

大 平 小 学 校

大 平 町 保 育 所

む つ 市 公 民 館

老 人 憩 の 家 福 寿 荘

宇 田 町 内 会 館

桜 木 町 集 会 所

宇 曽 利 川 町 内 会 館

城 ケ 沢 地 区 集 会 所

角 違 公 民 館 （ 分 館 ）

投　　　　票　　　　区　　　　域

柳町一丁目～二丁目、柳町三丁目（４番～６番）、栗山町、上川町、上川

柳町三丁目（４番～６番を除く区域）、柳町四丁目、女館、槌川目

本町、田名部町

横迎町一丁目、横迎町二丁目

新町

小川町一丁目（７番～９番）、小川町二丁目

小川町一丁目（７番～９番を除く区域）、金谷一丁目（９番～23番）

松山町、石上谷、長坂、立山、二又、後田、松山、新川町、第二松山団地、小松ケ丘

金谷一丁目（１番～８番）、金谷二丁目、緑ケ丘、十二林、美里町、頭梨子、岩菜、矢立山

中央一丁目～二丁目

海老川町、緑町、昭和町（１番～６番）、仲町（８番）

港町、下北町

昭和町（７番～全部）、仲町（８番を除く区域）、若松町

苫生町一丁目～二丁目、金曲一丁目

金曲二丁目～三丁目、南町、赤川町、松原町、赤川ノ内並木

大曲一丁目～三丁目、南赤川町、一里小屋、釜臥荘、しもきた療育園

品ノ木、酪農

赤坂、土手内、和泉町

斗南岡、最花

宮後、尻釜、樺山

名古平、南名古平、清平、南関根、北関根、高梨、水川目、出戸、名子

美付、浜関根

川代、烏沢、新田

大室平、金谷沢、神山、陽幸園

二又、今泉、第二石蕨平、奥内、浜奥内

近川、恵光園

中野沢、中野沢開拓

山田町（６番～全部）、文京町（21番～全部）、越葉沢、松森町、荒川町

つつじヶ丘

山田町（１番～５番）、旭町、文京町（１番～20番）、真砂町、大平町（１番～20番）

並川町、大平町（21番～全部）、大湊新町

大湊浜町、大湊上町

川守町

宇田町、大湊町２番50号

桜木町、第42警戒群、大湊町（２番50号を除く区域）、大近川、桜木園、第二桜台団地

宇曽利川、堺田、大湊航空隊、早崎、石橋

新城ケ沢（中丁塚）、城ケ沢、泉沢、永下、新之助

近沢、角違、大川目

投票区

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

第５投票区

第６投票区

第７投票区

第８投票区

第９投票区

第10投票区

第11投票区

第12投票区

第13投票区

第14投票区

第15投票区

第16投票区

第17投票区

第18投票区

第19投票区

第20投票区

第21投票区

第22投票区

第23投票区

第24投票区

第25投票区

第26投票区

第27投票区

第28投票区

第29投票区

第30投票区

第31投票区

第32投票区

第33投票区

第34投票区

第35投票区

第36投票区
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父
母
の
離
婚
や
父
の
死
亡
に
よ
り
、

父
親
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児

童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
の
安
定
と
自
立

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
た
母

は
、
自
ら
進
ん
で
自
立
を
図
り
、
家
庭

の
生
活
と
安
定
の
向
上
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成

20
年
ま
で
に
自
立
を
図
る
た
め
の
支
援

策
を
省
令
で
定
め
る
予
定
で
す
。

〈
対
象
者
〉

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
18
才
未
満

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母（
ま
た
は

養
育
者
）
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
。

・
父
母
が
離
婚
し
、
父
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
な
い
児
童

・
父
が
死
亡
ま
た
は
生
死
不
明
の
児
童

・
父
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

児
童
（
捜
索
願
い
を
出
し
て
い
る
が
見

つ
か
ら
な
い
場
合
）

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し

た
児
童
で
、
現
に
母
が
事
実
上
の

婚
姻
関
係
に
な
い
場
合
（
未
婚
の
母
）

・
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
児
童

・
父
が
政
令
に
定
め
る
障
害
の
状
態

（
国
民
年
金
法
お
よ
び
厚
生
年
金
法
に
よ

る
障
害
等
級
の
１
級
程
度
）

〈
支
給
額
〉

　
母（
ま
た
は
養
育
者
）
の
所
得
金
額
お

よ
び
同
居
し
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

る
扶
養
義
務
者
の
所
得
金
額
に
よ
り

支
給
額
が
決
ま
り
ま
す
。

第
１
子
…
１
万
円
〜
４
万
２
千
370
円

第
２
子
…
…
…
…
…
…
５
千
円
加
算

第
３
子
…
…
…
…
…
…
３
千
円
加
算

　
受
給
後
５
年
を
経
過
す
る
と
支
給

額
は
１
／
２
程
度
減
額
さ
れ
ま
す
。

〈
支
給
の
制
限
〉

　
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
支
給
額

の
一
部
ま
た
は
全
額
が
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

・
受
給
資
格
者
が
、
児
童
の
監
護
ま

た
は
養
育
を
著
し
く
怠
っ
て
い
る

と
き

・
受
給
資
格
者
が
、
正
当
な
理
由
（
身

体
上
の
障
害
等
）
が
な
く
て
、
求

職
活
動
、
そ
の
他
厚
生
労
働
省
が

定
め
る
自
立
を
図
る
た
め
の
活
動

を
し
な
か
っ
た
と
き
。

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
が

な
く
な
り
ま
す
。

・
手
当
て
を
受
け
て
い
る
母
が
婚
姻

し
た
と
き

※
法
律
上
の
結
婚
だ
け
で
な
く
、
内
縁
関
係
、

同
居
、
生
計
を
共
に
し
た
と
き
な
ど
（
男
女

ど
ち
ら
が
生
計
の
主
催
者
か
は
問
い
ま
せ
ん
）

・
公
的
年
金
を
受
け
と
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

※
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
受
け
て

い
な
い
場
合
も
含
み
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

・
児
童
が
父
と
生
計
を
共
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き

※
離
婚
後
も
税
法
上
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て

い
る
場
合
も
含
ま
れ
ま
す
。

・
児
童
が
施
設
に
入
所
し
た
と
き

・
児
童
が
結
婚
し
た
と
き

・
母
が
児
童
の
面
倒
を
み
な
く
な
っ

た
と
き

・
児
童
が
死
亡
し
た
と
き

・
そ
の
他

〈
詳
し
く
は
〉

市
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
４
１
３

児

童

扶

養

手

当

制

度

に

つ

い

て

特
別
児
童
扶
養
手

当
制
度
に
つ
い
て

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る

20
才
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
の
制
度
で
す
。

〈
対
象
〉

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
程
度
の
障
害
の
あ

る
20
才
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
父
母
、
ま
た
は
養
育
者
が
所
得
な

ど
の
支
給
要
件
に
当
て
は
ま
る
と
き

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
知
的
障
害
で
『
愛
護
手
帳
』
Ａ
、
Ｂ

程
度

・
身
体
障
害
者
で
『
身
体
要
害
者
手

帳
』
１
〜
３
級
程
度

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
た

と
き

・
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る

公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
き

〈
詳
し
く
は
〉

市
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
４
１
３

ペ
ッ
ト
情
報
⑪

動
物
由
来
感
染
症
の
種
類
（
Ｑ
熱
）

◎
病
気
の
特
徴
（
症
状
）

　
感
染
者
の
約
50
％
は
症
状
が
現
れ
な

い
。
軽
度
の
呼
吸
器
症
状
で
治
る
こ
と

も
多
い
が
、
急
性
型
で
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
似
た
症
状
で
、
悪
寒
を
伴
う

急
激
な
発
熱
（
38
〜
40
度
）
、
頭
痛
、
眼

球
後
部
痛
、
筋
肉
痛
、
食
欲
不
振
、
全
身

け
ん
た
い
か
ん

倦
怠
感
な
ど
。
肺
炎
症
状
、
肝
機
能
障
害

な
ど
も
見
ら
れ
、
心
内
膜
炎
に
移
行
す
る

等
の
重
症
例
も
あ
る
。

◎
感
染
経
路
・
感
染
状
況

　
野
生
動
物
、
家
畜
、
ペ
ッ
ト
な
ど
が
感

染
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
感
染
し
た
動

物
の
尿
や
フ
ン
、
羊
水
、
獣
皮
や
毛
皮
類

な
ど
に
含
ま
れ
る
病
原
体
を
吸
い
込
ん

で
、
経
気
道
感
染
す
る
こ
と
が
も
っ
と
も

多
い
。
ま
た
殺
菌
さ
れ
て
い
な
い
牛
乳
を

飲
ん
だ
り
、
感
染
し
た
動
物
の
肉
を
食
べ

る
こ
と
で
も
感
染
す
る
。
ダ
ニ
が
病
原
体

を
媒
介
す
る
こ
と
も
あ
る
。

◎
予
防

　
野
山
で
は
長
袖
を
着
用
す
る
な
ど
、
肌

の
露
出
を
避
け
、
虫
よ
け
剤
を
塗
る
。

　
生
乳
を
飲
ま
な
い
。

※
次
回
は
『
動
物
由
来
感
染
症
の
種
類
（
エ
キ

ノ
コ
ッ
ク
ス
症
）』
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
衛
生
公
害
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
３
３
２
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�

便
利
な
口
座
振
替
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎

年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
支
給
さ
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ば
か
り
か
、
ケ
ガ
や
病
気

で
万
が
一
の
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
き
に
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
口
座
振

替
を
利
用
す
る
と
、
指
定
さ
れ
た
預
金

口
座
か
ら
毎
月
自
動
的
に
保
険
料
が
引

き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
が

防
げ
、
便
利
で
す
。
忙
し
く
て
毎
月
金

融
機
関
の
窓
口
で
保
険
料
を
納
め
る
の

が
難
し
い
方
や
保
険
料
を
納
め
忘
れ
が

ち
の
方
は
、
便
利
な
口
座
振
替
の
活
用

を
お
考
え
に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
る
期
間

な
ど
は
納
付
書
が
手
元
に
な
い
た
め
、

納
付
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

口
座
振
替
の
利
用
を
特
に
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
は
各
金
融
機
関
窓
口
に

備
え
付
け
の
『
国
民
年
金
保
険
料
口
座

振
替
納
付
申
出
書
』
に
住
所
、
氏
名
な
ど

の
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
金
融
機

関
・
郵
便
局
へ
提
出
す
る
だ
け
で
す
。

　
将
来
の
た
め
、
そ
し
て
万
が
一
の
と

き
の
た
め
に
も
、
納
め
忘
れ
を
防
げ
る

口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
心
を
育
み
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の

充
実
を
図
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
『
平

成
15
年
度
青
い
森
子
ど
も
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
本
と
出
会
い
、

本
の
世
界
へ
で
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
い
た

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
親
子
で
多
数
お
い
で

く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉
９
月
14
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉
市
立
図
書
館

〈
ど
ん
な
〉

①
わ
く
わ
く
ワ
ー
ル
ド
（
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル
）

▼
尺
八
演
奏

　
　
〈
奏
者
〉・
工
　
藤
　
和
　
彦 

氏

▼
講
演
＆
朗
読

〈
講
師
〉
声
優
・
増
　
岡
　
　
　
弘 

氏

（
『
サ
ザ
エ
さ
ん
』
フ
グ
タ
マ
ス
オ
役
な
ど
）

②
い
き
い
き
ワ
ー
ル
ド
（
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル
）

▼
尺
八
で
遊
ぼ
う

講
師
・
工
藤
和
彦
氏
＆
フ
ラ
ン
ク
氏

▼
語
り

語
り
部
・
川
島
保
徳
＆
原
礼
子
夫
妻

③
う
き
う
き
ワ
ー
ル
ド（
お
は
な
し
の
へ
や
）

　
む
つ
下
北
４
グ
ル
ー
プ
の
方
々
に
よ

る
お
は
な
し
会
が
楽
し
め
ま
す
。

④
手
づ
く
り
絵
本
ワ
ー
ル
ド
（
集
会
室
）

　
手
づ
く
り
絵
本
の
展
示
と
製
作
指
導

⑤
抱
き
し
め
た
い
本
ワ
ー
ル
ド（
ロ
ビ
ー
）

▼
む
つ
下
北
地
区
小
・
中
学
校
長
、
幼
稚

園
長
、
保
育
所
（
園
）
長
推
薦
図
書

コ
ー
ナ
ー

▼
県
立
図
書
館
で
定
評
の
あ
る
児
童
書

を
２
千
冊
用
意
し
、
貸
し
出
し
を
行

な
い
ま
す

⑥
そ
の
他
（
展
示
ホ
ー
ル
ほ
か
）

▼
県
保
健
医
療
課
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

▼
下
北
郷
土
ク
イ
ズ

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
詳
し
く
は
〉

県
立
図
書
館
協
力
課

�
０
１
７－

７
３
９－

１
４
５
６

市
立
図
書
館

�

28－

３
５
０
０

平
成
15
年
度
　
青
い
森
子
ど
も
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

〜
わ
く
わ
く
　
い
き
い
き
　
本
の
せ
か
い
で
　
こ
ん
に
ち
は
〜

平
成
15
年
度

福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

第

三

者

委

員

養
成
基
礎
講
座

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

・
む
つ
会
場
（
市
立
図
書
館
）

①
９
月
20
日（
土
）午
後
０
時

50
分
〜
３
時

②
10
月
４
日（
土
）午
後
１
時
〜
３
時

③
10
月
11
日（
土
）午
後
１
時
〜
３
時

・
青
森
会
場
（
県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
）

①
11
月
４
日（
火
）午
後
４
時

50
分
〜
７
時

②
11
月
５
日（
水
）午
後
５
時
〜
７
時

③
11
月
６
日（
木
）午
後
５
時
〜
７
時

〈
定
員
〉
各
会
場
30
名

※
全
３
回
通
し
て
受
講
で
き
る
方
。
。

〈
申
込
締
切
〉

・
む
つ
会
場
…
９
月
10
日（
水
）

・
青
森
会
場
…
10
月
17
日（
金
）

※
当
日
消
印
有
効
。
各
会
場
と
も
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

福
祉
サ
ー
ビ
ス
相
談
セ
ン
タ
ー

�
０
１
７－

７
３
１－
３
０
３
９

０
１
７－

７
３
１－
３
０
９
８
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暮らしに役立つ

税 情報

今
月
の
税
金
の
お
知
ら
せ

　
９
月
１
日
（
月
）
は
、
市
税
と
介
護
保

険
料
（
普
通
徴
収
分
）
の
第
３
期
分
の

納
期
限
で
す
。

　
７
月
中
旬
に
、
第
２
期
分
か
ら
第
10

期
分
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
第
３
期
分
の
納
付
書
を

お
確
か
め
の
う
え
、
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
都
合
に
よ
り
第
１
期
分
と
第

２
期
分
の
納
付
が
遅
れ
て
い
る
方
も
、

あ
わ
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
税
の
納
付
方
法
に
は
、
自
主
納
税

の
ほ
か
に
便
利
な
口
座
振
替
や
各
町
内

会
な
ど
の
納
税
貯
蓄
組
合
に
よ
る
納
付

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
９
５
・
１
９
６

　
個
人
事
業
者
で
平
成
14
年
分
の
消
費

税
額
が
48
万
円
を
超
え
る
方
は
、
中
間

申
告
と
納
税
が
必
要
で
す
。

  

中
間
申
告
に
は
次
の
二
つ
の
方
法
が

あ
り
、
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申
告
】

１
　
平
成
14
年
分
の
消
費
税
額
が
48
万

円
を
超
え
400
万
円
以
下
の
場
合
は
、

次
の
合
計
額
を
９
月
１
日
（
月
）
ま
で

に
申
告
・
納
付
が
必
要
で
す
。

①
消
費
税
の
中
間
納
付
税
額
…
平
成
14

年
分
の
確
定
消
費
税
額
の
２
分
の
１

②
地
方
消
費
税
の
中
間
納
付
税
額
…

消
費
税
中
間
納
付
税
額
の
４
分
の

１
（
①
×
25
％
）

２
　
平
成
14
年
分
の
消
費
税
額
が
400
万

円
を
超
え
る
場
合
は
、
次
の
合
計
額

を
６
月
２
日
（
月
）、
９
月
１
日
（
月
）、

12
月
１
日
（
月
）
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ

申
告
・
納
付
が
必
要
で
す
。

①
消
費
税
の
中
間
納
付
税
額
…
平
成
14

年
分
の
確
定
消
費
税
額
の
４
分
の
１

②
地
方
消
費
税
の
中
間
納
付
税
額
…

消
費
税
中
間
納
付
税
額
の
４
分
の

１
（
①
×
25
％
）

【
仮
決
算
に
基
づ
く
中
間
申
告
】

　
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申
告
に
代

え
て
、
平
成
14
年
分
の
消
費
税
額
が

48
万
円
を
超
え
400
万
円
以
下
の
方
は

１
月
か
ら
６
月
ま
で
の
期
間
を
、
400

万
円
を
超
え
る
方
は
１
月
か
ら
３

月
、
４
月
か
ら
６
月
、
７
月
か
ら
９

月
ま
で
の
各
期
間
を
、
一
課
税
期
間

と
み
な
し
て
仮
決
算
を
行
い
、
こ
の

仮
決
算
に
基
づ
い
て
消
費
税
額
を
計

算
し
て
中
間
申
告
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
税
務
署
総
務
課�

22－

３
２
９
４

不
動
産
取
得
税
（
県
税
）

の
お
知
ら
せ

　
不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家
屋

を
売
買
・
交
換
・
贈
与
な
ど
で
取
得

し
た
と
き
、
家
屋
を
新
築
・
増
改
築

に
よ
り
取
得
し
た
と
き
に
一
度
だ
け

課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　
課
税
の
基
礎
と
な
る
課
税
標
準
額

は
、
実
際
の
売
買
価
格
や
家
屋
の
建

築
費
用
な
ど
で
は
な
く
、
次
の
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

①
売
買
な
ど
に
よ
り
不
動
産
を
取
得
し

た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
市
町
村

の
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
価
格
。

②
家
屋
を
建
築
に
よ
り
取
得
し
た
場
合

に
は
、
一
定
の
基
準
（
固
定
資
産
評
価

基
準
）
で
評
価
し
た
価
格
。
な
お
、
宅

地
を
平
成
17
年
12
月
31
日
ま
で
に
取

得
し
た
場
合
は
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
価
格
の
２
分

の
１
が
課
税
標
準
額
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
不
動
産
取
得
税
の
税
率
は
、
平

成
15
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
18
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
の
不
動
産
の
取
得

に
限
り
、
原
則
４
％
か
ら
一
律
３
％

に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
県
税
事
務
所

�

22－

８
５
８
１
内
線
２
０
８

　『
年
の
中
途
で
引
っ
越
し
た
場
合
に
住

民
税
を
納
め
る
市
町
村
は
？
』

Ｑ
・
私
は
、
平
成
15
年
１
月
20
日
に
む

つ
市
か
ら
青
森
市
へ
引
っ
越
し
ま
し

た
。
平
成
15
年
度
の
住
民
税
は
ど
ち

ら
へ
納
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

Ａ
・
平
成
15
年
度
の
住
民
税
は
、
原
則

と
し
て
平
成
15
年
１
月
１
日
に
住
ん

で
い
た
市
町
村
に
納
め
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
15
年
１
月
１
日
現
在
で
は
あ

な
た
の
住
所
は
む
つ
市
に
あ
っ
た
の

で
す
か
ら
、
そ
の
後
青
森
市
に
引
っ

越
し
た
と
し
ま
し
て
も
、
平
成
15
年

度
分
の
住
民
税
は
む
つ
市
に
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
市
民
税
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
８
２
・
１
８
３

ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
中
間
申
告
と
納
税

東
京
電
力
株
式
会
社
東
通
原
子
力
発
電
所

１
・
２
号
機
新
設
に
係
る
環
境
影
響
評
価
書

の
縦
覧
に
つ
い
て

　
東
京
電
力
株
式
会
社
で
は
、
東
通
原

子
力
発
電
所
１
・
２
号
機
の
新
設
に
つ

き
ま
し
て
、
環
境
へ
の
影
響
の
調
査
・
予

測
・
評
価
を
記
載
し
た
環
境
影
響
評
価

書
を
作
成
し
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供

し
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
縦
覧
期
間
・
時
間
〉

８
月
25
日（
月
）〜
９
月
24
日（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

〈
縦
覧
場
所
〉

・
東
京
電
力
株
式
会
社
東
通
事
務
所

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
縦
覧
し
て
お
り
ま
す

・
む
つ
市
役
所
広
報
広
聴
課

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

〈
詳
し
く
は
〉

東
京
電
力
株
式
会
社
立
地
地
域
本
部

青
森
計
画
グ
ル
ー
プ

�
０
３－

４
２
１
６－

１
１
１
１
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１
・
中
間
貯
蔵
施
設

誘
致
に
つ
い
て

　
長
引
く
平
成
不
況
の
中
、
地
域
経

済
は
疲
弊
し
、
当
市
の
財
政
は
赤
字

再
建
団
体
に
転
落
直
前
の
状
況
に
あ

り
ま
す
。
税
収
不
足
と
地
方
交
付
税

の
縮
減
・
見
直
し
等
で
歳
入
が
減
る

一
方
、
長
引
く
不
況
を
反
映
し
た
扶

助
費
の
増
加
、
少
子
・
高
齢
化
へ
の

対
応
、
む
つ
総
合
病
院
の
赤
字
や
公

債
費
の
償
還
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い

る
こ
と
等
、
財
政
需
要
は
増
大
し
、

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
著
し
く
欠
く
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
ま
す
ま
す
進
展
し
て

い
く
少
子
・
高
齢
化
社
会
に
対
応
し

て
、
安
全
で
住
み
良
い
活
気
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
社
会

福
祉
資
本
の
整
備
、
教
育
環
境
の
整

備
、
地
場
産
業
を
機
軸
と
し
た
地
域

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
雇
用
機

会
の
拡
大
等
多
く
の
課
題
に
長
期
的

展
望
を
持
っ
て
対
処
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
現
在
、
国
が
地
方
の
自
立

を
促
す
た
め
に
強
力
に
推
進
し
て
い

る
市
町
村
合
併
で
す
が
、
下
北
地
域

の
自
治
体
も
少
子
・
高
齢
化
、
雇
用

機
会
の
減
少
、
脆
弱
な
財
政
基
盤
等

当
市
と
同
様
に
、
幾
多
の
課
題
を
か

か
え
、
地
域
経
営
を
根
本
か
ら
見
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
い
わ
ば
地

方
が
存
亡
の
時
を
迎
え
て
い
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
将
来
の
住
民
福
祉
等
を
考
え
れ

ば
、
合
併
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
優
遇
策
や
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
当
市
を
含
む
下
北
地
域
８
市
町
村

も
広
域
合
併
を
目
指
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
個
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
新

市
と
し
て
自
立
で
き
る
自
治
体
、
活
力

あ
る
下
北
圏
作
り
に
取
り
組
も
う
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
地
方
分
権
が
進
む
と
、
財
政
需
要

が
ま
す
ま
す
増
大
す
る
の
は
当
然
の

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
安
定
的
か

つ
恒
久
的
な
財
源
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
で
は
、
原
子
力
発
電
所
の

使
用
済
燃
料
を
再
処
理
し
、
有
用
資

源
で
あ
る
ウ
ラ
ン
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

を
回
収
し
、
再
び
燃
料
と
し
て
有
効

に
活
用
す
る『
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
』を

原
子
力
政
策
の
基
本
と
し
て
お
り
ま

す
。
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て
、

再
処
理
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
使
用
済

燃
料
を
貯
蔵
し
て
お
く
使
用
済
燃
料

中
間
貯
蔵
施
設
は
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

全
体
の
柔
軟
性
を
確
保
す
る
手
段
と

し
て
大
変
重
要
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
は
、
国
全
体
と
し
て
真
剣
に
考

え
る
べ
き
問
題
で
す
。
当
市
と
し

て
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
担
う

役
割
の
一
端
を
果
た
し
た
い
と
考

え
、
安
全
を
大
前
提
に
、
当
市
へ
の

使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
の
誘
致

を
表
明
し
た
次
第
で
す
。

２
・
誘
致
表
明
に

至
る
経
緯

　
平
成
13
年
１
月
か
ら
始
ま
っ
た
立

地
可
能
性
調
査
は
、
本
年
３
月
に
終

了
し
、
４
月
３
日
に
は
、「
技
術
的
に

建
設
は
可
能
」と
の
調
査
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
そ
し
て
、
４
月
11
日
に
は

使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
の『
事
業

構
想
』が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
調
査
結
果
お
よ
び
事
業
構
想
に
関

し
て
は
、
専
門
的
か
つ
客
観
的
な
ご

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
各
分
野

の
専
門
家
か
ら
な
る
専
門
家
会
議
を

開
催
し
、
ご
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

最
終
的
に
専
門
家
会
議
か
ら
は「
建
設

は
技
術
的
に
可
能
で
あ
る
と
判
断
す

る
」と
い
う
報
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
代
表
に
よ

る
懇
話
会
で
、
中
間
貯
蔵
施
設
の
誘

致
に
つ
い
て
ご
検
討
い
た
だ
き
、
条

件
付
き
賛
成
も
含
め
概
ね
の
委
員
か

ら
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
市
民
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
説

使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

む
つ
市
長
　
杉
　
山
　
　
　
肅
　

　
私
は
、
第
176
回
む
つ
市
議
会
定
例
会
の
最
終

日
で
あ
る
６
月
26
日
、
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
備
蓄

セ
ン
タ
ー
、
い
わ
ゆ
る
使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵

施
設
の
誘
致
を
表
明
い
た
し
ま
し
た
。

　
誘
致
を
表
明
す
る
に
至
っ
た
私
の
心
情
、
さ

ら
に
は
市
民
の
み
な
さ
ま
が
ご
心
配
さ
れ
て
い

る
永
久
貯
蔵
に
つ
い
て
の
私
の
考
え
方
、
施
設

立
地
に
伴
う
財
政
効
果
を
活
用
し
た
地
域
振
興

の
取
り
組
み
、
並
び
に
今
後
の
中
間
貯
蔵
施
設

立
地
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
現
在
私
が
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
市
民
の

み
な
さ
ま
へ
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
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明
会
や
施
設
見
学
会
を
実
施
し
、
施

設
に
対
す
る
情
報
を
提
供
す
る
場
を

設
け
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の

声
を
拝
聴
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
市
議
会
で
は
本
会
議
で
の

審
議
に
加
え
、「
使
用
済
み
核
燃
料
中

間
貯
蔵
施
設『
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
備
蓄

セ
ン
タ
ー
』に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
」が
設
置
さ
れ
、
施
設
の
安
全
性
や

電
源
三
法
交
付
金
等
に
関
す
る
こ
と

等
、
２
年
余
に
わ
た
り
議
論
が
重
ね

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
ド
イ

ツ
の
ゴ
ア
レ
ー
ベ
ン
中
間
貯
蔵
施
設

お
よ
び
ス
イ
ス
の
ヴ
ュ
ー
レ
ン
リ
ン

ゲ
ン
中
間
貯
蔵
施
設
や
日
本
原
子
力

発
電
株
式
会
社
の
東
海
第
二
発
電
所

の
乾
式
キ
ャ
ス
ク
貯
蔵
施
設
、
さ
ら

に
は
、
熊
本
県
長
洲
町
に
あ
る
日
立

造
船
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ア
ン
ド
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
に
お
け
る
金
属

キ
ャ
ス
ク
製
造
工
程
の
視
察
等
、
各

委
員
に
は
精
力
的
に
ご
検
討
い
た
だ

き
、
む
つ
市
議
会
第
176
回
定
例
会
冒

頭（
６
月
17
日
）に
お
い
て
、
調
査
特

別
委
員
会
委
員
長
よ
り「
立
地
は
可
能

で
あ
る
」と
の
調
査
特
別
委
員
会
の
最

終
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
市
内
の
経
済
団
体
を
中

心
に
組
織
さ
れ
た「
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料

備
蓄
セ
ン
タ
ー
誘
致
推
進
協
議
会
」か

ら
は
、
有
権
者
の
半
数
を
超
え
る
２

万
人
余
の
誘
致
推
進
賛
同
の
署
名
を

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
水
川
目
町
内

会
等
地
元
５
団
体
等
か
ら
も
推
進
要

望
を
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
・
永
久
貯
蔵
の

心
配
に
つ
い
て

　
原
子
炉
等
規
制
法
に
お
い
て
は
、

貯
蔵
終
了
後
に
中
間
貯
蔵
施
設
か
ら

使
用
済
燃
料
が
確
実
に
搬
出
さ
れ
る

こ
と
を
担
保
す
る
こ
と
が
必
要
と
の

認
識
の
も
と
、
事
業
許
可
申
請
書
に

「
貯
蔵
の
終
了
後
に
お
け
る
使
用
済
燃

料
の
搬
出
の
方
法
」と
し
て「
搬
出
方

法
」お
よ
び「
返
還
等
の
相
手
方
」を
記

載
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
他
方
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
12

年
に「
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処

分
に
関
す
る
法
律
」が
制
定
さ
れ
、
処

分
の
実
施
主
体
と
し
て
原
子
力
発
電

環
境
整
備
機
構
が
設
立
さ
れ
、
現

在
、
概
要
調
査
地
区
の
公
募
が
行
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
応

募
が
あ
っ
た
地
区
の
中
か
ら
調
査
地

区
を
選
定
す
る
等
の
事
業
を
推
進
し

て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
同
機
構
が

知
事
や
首
長
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
地
元
の
理
解
を
得
た
う
え
で
、

段
階
を
踏
ん
で
そ
の
都
度
着
実
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
法
律
に
規
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
当
市
の
意
に
反
し
て

最
終
処
分
地
に
な
る
こ
と
は
あ
り
得

な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
青
森
県
に
つ
い
て
は
、
平

成
７
年
に
、
当
時
の
科
学
技
術
庁
長
官

よ
り「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
に
つ

い
て
知
事
の
了
解
な
く
し
て
青
森
県
を

最
終
処
分
地
に
で
き
な
い
し
、
し
な
い

こ
と
」が
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
使
用
済

燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
が
永
久
貯
蔵
施

設
に
な
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
施
設

の
誘
致
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
市
民
の
皆
様
の
ご
心
配
を
払

拭
す
る
た
め
に
、
安
全
協
定
に
貯
蔵

期
間
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

締
結
の
際
に
は
国
に
も
何
ら
か
の
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
あ
る

い
は
、
法
律
の
運
用
の
考
え
方
を
整

理
し
た
う
え
で
、
必
要
で
あ
れ
ば
更

な
る
法
制
化
を
要
望
す
る
等
担
保
措

置
を
国
に
求
め
る
こ
と
を
現
在
、
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

４
・
財
政
効
果
を
活
か
し
た

地
域
振
興
の
取
り
組
み

　
当
市
に
使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施

設
を
誘
致
し
た
場
合
、
電
源
三
法
交

付
金
や
固
定
資
産
税
等
の
収
入
増
等

の
財
政
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
当
市
の
財
政
の
健
全

化
に
資
す
る
と
と
も
に
、
平
成
17
年

３
月
の
下
北
地
域
８
市
町
村
の
合
併

を
考
慮
し
た
長
期
的
な
視
点
に
た
っ

た
地
域
振
興
に
活
用
し
て
い
く
考
え

で
す
。
具
体
的
に
は
、
昨
年
度
、「
む

つ
市
地
域
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
会
議
」の
策
定
し
た「
む
つ

市
地
域
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
提
案
書
」や
む

つ
商
工
会
議
所
の
提
言
書
等
を
参
考

に
新
市
計
画
を
作
成
し
、
そ
れ
に
基

づ
き
、
地
域
産
業
の
振
興
や
福
祉
の

充
実
等
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
新
市

計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
３
月

の
合
併
前
ま
で
に
は
、
合
併
協
議
会

で
の
議
論
、
市
議
会
で
の
審
議
を
踏

ま
え
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
も
拝

聴
し
つ
つ
、
作
成
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

５
・
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
今
後
、
東
京
電
力
株
式
会
社
は
、

青
森
県
お
よ
び
当
市
に
対
し
て
、
正

式
に
使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
の

立
地
申
し
入
れ（
立
地
協
力
要
請
）を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
立
地
申
し

入
れ
後
は
、
基
本
的
に
は
検
討
の
中

心
は
県
に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
六
ヶ
所
村
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
工
場
の

場
合
を
参
考
に
す
る
と
、
立
地
申
し
入

れ
を
受
け
る
と
、
県
は
県
議
会
で
の
審

議
・
検
討
に
加
え
、
専
門
家
に
よ
る
安

全
性
に
関
す
る
検
討
等
を
行
う
と
と
も

に
、
周
辺
市
町
村
長
会
議
等
を
開
催
し

た
う
え
で
、
総
合
的
な
判
断
を
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
を

中
心
に
青
森
県
民
を
対
象
と
し
た
説
明

会
を
開
催
す
る
等
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

政
策
や
中
間
貯
蔵
施
設
の
理
解
促
進
活

動
を
展
開
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
県
お
よ
び
市
の
立
地
同
意
後
、
事

業
者
は
中
間
貯
蔵
施
設
の
事
業
許
可
申

請
を
国
に
対
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
許
可
に
あ
た
っ
て
は
、
原
子
力

安
全
・
保
安
院
に
お
い
て
原
子
炉
等
規

制
法
に
基
づ
く
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ

た
う
え
で
、
原
子
力
委
員
会
お
よ
び
原

子
力
安
全
委
員
会
に
よ
る
審
査
、
い
わ

ゆ
る
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

市政だより有料広告

募　集　中！！
市政だよりに広告を掲載しませんか？

☆下１段（たて5.2cm×よこ17.8cm）………31,500円

☆下１段の1/2（たて5.2cm×よこ8.8cm）…15,750円

〈詳しくは〉市広報広聴課 �22-1111内線252
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〜

津

波

編

〜

　
平
成
５
年
７
月
の
『
北
海
道
南
西
沖
地
震
』
で

は
、
地
震
発
生
か
ら
５
分
後
と
い
う
過
去
に
な
い

早
さ
で
『
津
波
警
報
』
が
出
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
震
源
地
か
ら
わ
ず
か
50
㎞
し
か
離
れ
て
い
な

か
っ
た
奥
尻
島
で
は
、
海
底
地
形
の
特
性
な
ど
の

影
響
か
ら
地
震
発
生
直
後
に
津
波
が
襲
来
し
、
大

き
な
被
害
を
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、
昭
和

58
年
５
月
の
『
日
本
海
中
部
地
震
』
で
の
津
波
被
害

の
教
訓
な
ど
か
ら
、
地
震
発
生
直
後
に
山
や
高
台

な
ど
へ
避
難
し
た
人
達
は
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
津
波
被
害
が
予
想
さ
れ
る
地
域
で
は
、
地
震
発

生
と
同
時
に
ま
ず
海
岸
か
ら
少
し
で
も
遠
い
高
台

へ
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
津
波
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

・
強
い
地
震
や
長
い
時
間
の
揺
れ
を
感
じ
た
ら

た
だ
ち
に
海
岸
を
離
れ
、
急
い
で
高
台
な
ど

の
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
。
正
し
い
情
報

を
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
入
手
す
る
。

・『
津
波
注
意
報
』
が
発
表
さ
れ
た
ら
海
岸
に
い

る
場
合
は
、
た
だ
ち
に
海
岸
を
離
れ
る
。
海
水

浴
や
磯
釣
り
な
ど
は
、
危
険
な
の
で
行
わ
な

い
。『
注
意
報
』
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
海
岸
に

近
づ
か
な
い
。

・『
津
波
警
報
』
が
発
表
さ
れ
た
ら
地
震
を
感
じ

な
く
て
も
、
た
だ
ち
に
海
岸
を
離
れ
、
急
い
で

高
台
な
ど
の
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
。
津

波
は
繰
り
返
し
襲
っ
て
く
る
の
で
、「
警
報
」

が
解
除
さ
れ
る
ま
で
海
岸
に
近
づ
か
な
い
。

市では地震や台風等の災害に備えて
避難場所と施設を決めています

　市役所、警察署、消防署等は、災害の規模や状況により、

避難の指示や勧告を発令することがあります。その場合は指

定された避難場所にできるだけ一定の地域ごとにまとまって

避難しましょう。

　避難するときは、危険箇所をできるだけ避けて通行するよ

う、あらかじめ避難コースを確認しておきましょう。

名　　　称

上 町 児 童 公 園

宇 田 児 童 公 園

新 町 児 童 公 園

柳 町 児 童 公 園

文 京 児 童 公 園

宇曽利川児童公園

む つ 北 児 童 公 園

小 川 町 児 童 公 園

横 迎 町 児 童 公 園

川 守 町 児 童 公 園

旭 町 児 童 公 園

代 官 山 公 園

水 源 池 公 園

む つ 運 動 公 園

金 谷 公 園

むつ市イベント広場

関根浜漁民研修センター前広場

中 央 団 地 北 緑 地

中 央 団 地 南 緑 地

所　在　地

大 湊 上 町

宇 田 町

新 町

柳 町 一 丁 目

文 京 町

宇 曽 利 川 村

柳 町 二 丁 目

小 川 町 一 丁 目

横 迎 町 二 丁 目

川 守 町

旭 町

小 川 町 二 丁 目

宇 田 町

山 田 町

金 谷 一 丁 目

柳 町 一 丁 目

北 関 根

中 央 二 丁 目

中 央 二 丁 目

【公園等】緊急避難場所

わ

が

家

の

防

災

対

策

一 覧 ◎

 

〜
土
砂
災
害
編
〜

　
わ
が
国
に
は
、
約
17
万
か
所
の
危
険
地
帯
が
あ

り
ま
す
。（
約
２
万
か
所
の
地
す
べ
り
、
約
８
万
か

所
の
斜
面
崩
壊
（
山
崩
れ
や
が
け
崩
れ
な
ど
）、
約

７
万
か
所
の
土
石
流
）

　
わ
が
市
に
お
い
て
は
、
土
砂
災
害
の
危
険
箇
所

と
し
て
、
約
80
か
所
の
指
定
は
あ
る
も
の
の
、
西
日

本
（
特
に
九
州
、
四
国
地
方
）
に
比
べ
、
降
雨
量
（
年

間
で
２
分
の
１
程
度
）
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
幸
い

に
も
大
規
模
な
土
砂
災
害
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
台
風
や
局
地
的
な
集
中
豪
雨
、
地
震

な
ど
に
よ
っ
て
、
い
つ
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
、
日
ご
ろ
か
ら
危
険
箇
所
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
、
万
一
の
際
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

◎
土
砂
災
害
の
種
類

・
が
け
崩
れ

　
地
面
に
染
み
込
ん
だ
水
分
が
土
の
抵
抗
力
を
弱

め
、
弱
く
な
っ
た
斜
面
が
突
然
崩
れ
落
ち
る
現
象

で
す
。
突
発
的
に
起
こ
り
、
瞬
時
に
し
て
崩
れ
落

ち
る
の
で
、
逃
げ
遅
れ
に
注
意
が
必
要
で
す
。

・
地
す
べ
り

　
比
較
的
に
ゆ
る
や
か
な
斜
面
に
お
い
て
、
地
中

の
粘
土
層
な
ど
の
滑
り
や
す
い
面
が
地
下
水
な
ど

の
影
響
で
、
ゆ
っ
く
り
と
動
き
出
す
現
象
で
す
。

一
度
に
広
範
囲
で
発
生
す
る
た
め
、
住
宅
や
道

路
、
鉄
道
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

・
土
石
流

　
谷
や
斜
面
に
た
ま
っ
た
土
や
石
、
砂
な
ど
が
、
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◎
津
波
の
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
注
意

・
津
波
の
速
さ
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
並
み

　
津
波
は
、
水
深
が
深
い
ほ
ど
速
く
、
太
平
洋

上
で
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
並
み
の
速
さ
に
も
な
り
ま

す
。
海
岸
近
く
で
も
秒
速
10
ｍ
程
度
の
速
さ
な

の
で
、
津
波
が
見
え
て
か
ら
の
避
難
で
は
と
て

も
逃
げ
切
れ
ま
せ
ん
。

・
引
き
潮
が
な
く
て
も
津
波
は
襲
っ
て
く
る

　
津
波
の
前
に
引
き
潮
が
必
ず
あ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
地
震
の
起
こ
り
方
や
震
源
付
近
の
地

形
に
よ
っ
て
は
、
引
き
潮
が
起
こ
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

・
津
波
の
高
さ
は
想
像
を
超
え
る

　
津
波
の
高
さ
は
、
海
岸
の
地
形
な
ど
に
大
き

く
左
右
さ
れ
ま
す
。
沿
岸
で
の
津
波
の
高
さ
が

１
ｍ
で
も
、
そ
の
数
倍
か
ら
場
合
に
よ
っ
て
は

10
倍
程
度
の
高
さ
に
な
り
、
大
き
な
被
害
を
及

ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
津
波
は
繰
り
返
し
襲
っ
て
く
る

　
津
波
は
２
回
、
３
回
と
繰
り
返
し
襲
っ
て
き

ま
す
。
１
回
目
で
安
心
せ
ず
、
波
が
落
ち
着
く

ま
で
注
意
し
、『
注
意
報
』や『
警
報
』が
解
除
さ

れ
る
ま
で
、
海
岸
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

予定収容地区

本町、田名部町、柳町一～四丁目

横迎町一・二丁目、上川町、栗山町

女舘、尻釜、宮後、樺山、赤坂、土手内

斗南岡、最花、品ノ木、槌川目ほか

海老川町、緑町、下北町、仲町

若松町、港町

新町、昭和町、苫生町一・二丁目

金曲一丁目ほか

小川町一・二丁目、緑ケ丘、十二林

金谷一・二丁目、中央一丁目、岩菜

松山町、美里町ほか

南町、赤川町、松原町、南赤川町

金曲二・三丁目、大曲一～三丁目ほか

山田町、真砂町、文京町、並川町

荒川町、松森町、大平町、大湊新町

旭町、中央二丁目ほか

施設名

第一田名部小学校

む つ 中 学 校

柳 町 保 育 所

横 迎 町 保 育 所

田 名 部 中 学 校

田 名 部 高 等 学 校

緑 町 保 育 所

海老川コミュニティセンター

苫 生 小 学 校

新 町 保 育 所

禄 寿 荘

第二田名部小学校

小 川 町 保 育 所

市 民 体 育 館

第三田名部小学校

大曲コミュニティセンター

大 平 小 学 校

大 平 中 学 校

むつ工業高等学校

大 平 町 保 育 所

予定収容地区

大湊浜町、大湊上町、川守町ほか

宇田町、桜木町、大湊町、宇曽利川ほか

堺田、新城ケ沢、城ケ沢、泉沢、永下

新之助、近沢、角違、大川目ほか

金谷沢、神山、一里小屋、大室平ほか

今泉、石蕨平、奥内、浜奥内、近川

二又、中野沢、中野沢開拓ほか

南名子平、名子平、清平、高梨、水川目

美付、南関根、北関根、浜関根、出戸ほか

川代、烏沢、新田、上新田ほか

施設名

大 湊 小 学 校

勤労青少年ホーム

む つ 市 公 民 館

福 寿 荘

大 湊 中 学 校

大 湊 高 等 学 校

学 習 セ ン タ ー

城 ケ 沢 小 学 校

角 違 小 ・ 中 学 校

旧 金 谷 沢 小 学 校

奥 内 小 学 校

旧 中 野 沢 小 学 校

近 川 中 学 校

関 根 小 学 校

関 根 中 学 校

烏 沢 小 学 校

【学校・保育所等】校庭・グラウンドは緊急避難場所

◎ 緊 急 避 難 場 所

大
雨
に
よ
る
水
と
一
緒
に
一
気
に
流
れ
出
す
現
象

で
す
。
破
壊
力
が
大
き
く
、
流
れ
る
速
度
も
速
い

た
め
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

◎
こ
ん
な
前
ぶ
れ
に
要
注
意

・
が
け
崩
れ
の
前
兆

・
が
け
か
ら
の
水
が
に
ご
る

・
が
け
に
亀
裂
が
入
る

・
小
石
が
落
ち
て
く
る

・
が
け
か
ら
音
が
す
る
等

・
地
す
べ
り
の
前
兆

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

・
井
戸
や
沢
の
水
が
に
ご
る

・
が
け
や
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す
等

・
土
石
流
の
前
兆

・
山
鳴
り
が
す
る

・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川
の
水
位
が
下
が
る

・
川
が
に
ご
っ
た
り
、
流
木
が
流
れ
る
等

◎
避
難
指
示
や
避
難
勧
告
が
あ
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
避
難

　
津
波
や
土
砂
災
害
に
関
し
て
、
市
役
所
、
警

察
署
、
消
防
署
等
か
ら
避
難
指
示
や
避
難
勧
告

が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
安
全
な
場
所（
津

波
の
場
合
は
高
台
、
土
砂
災
害
の
場
合
は
指
示
の
あ
っ
た

避
難
施
設
な
ど
）
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
11
年
８
月
に
神
奈
川
県
山
北
町
の

く
ろ
く
ら
が
わ

『
玄
倉
川
』で
発
生
し
た
キ
ャ
ン
プ
中
の
事
故
の

よ
う
に
、
再
三
の
退
去
勧
告
に
も
従
わ
ず
、
危

険
な
中
州
で
キ
ャ
ン
プ
を
続
け
た
結
果
、
濁
流

に
襲
わ
れ
、
13
名
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
悲
劇
が
起
き
て
い
ま
す
。
自
分
の
命
は
、

自
分
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
あ
の

時
、
避
難
す
れ
ば（
さ
せ
れ
ば
）
よ
か
っ
た
」と
後
悔

す
る
よ
り
、
ま
ず
家
族
の
身
体
お
よ
び
生
命
を
守

る
た
め
、
避
難
指
示
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

〈詳しくは〉

市総務課防災係

�22-1111内線147
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市の財政　平成 14年度予算執行状況

（平成 15年３月末現在）

1,692,599

616,788

市の財政　平成 14年度予算執行状況

（平成 15年３月末現在）
　平成15年3月末までに執行した予算の状況をお知らせ

します。3月末現在、一般会計の歳入については予算額

の73.9％、歳出では93.7％の執行率となっています。　

　これは、５月末までの出納整理期間分が加えられてい

ないためで、決算額とは異なります。

一般会計の歳入歳出の状況（単位：千円）

5,069,359

4,670,026

5,018,049

5,018,049

1,852,549

1,303,685

2,637,449

437,073

1,424,900

678,500

1,451,443

1,431,728

224,709

222,924

2,388,045

2,315,881

4,037,386

3,707,682

1,528,977

1,163,219

50,123

48,140

649,322

588,668

449,814

446,035

1,590,902

1,422,965

935,615

934,730

1,901,986

1,718,688

2,477,451

2,477,451

2,912,018

2,898,565

収入率 92.1％ 以下同じ 市税

100.0％ 地方交付税

70.4％ 国庫支出金

36.4％ 県支出金

16.6％ 諸収入

47.6％ 市債

98.6％ その他

議会費 執行率 99.2％ 以下同じ

総務費 97.0％

民生費 91.8％

衛生費 76.1％

労働費 96.0％

農林水産業費 90.7％

商工費 99.2％

土木費 89.4％

消防費 99.9％

教育費 90.4％

公債費 100.0％

その他 99.5％

歳　　入 歳　　出

◎市税収入の内訳
税　　目

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

特別土地保有税

都 市 計 画 税

計

 予 算 額

2,143,163

2,163,015

62,312

484,017

10,552

206,300

5,069,359

　収入済額

1,967,979

1,976,871

63,528

460,755

17,469

183,424

4,670,026

うちわけ

収入率  73.9％ 19,146,348　　予 算 額

14,155,849　　収入済額

予 算 額　　　19,146,348 執行率  93.7％

支出済額　　　17,944,948

上段・予 算 額

下段・収入済額

上段・予 算 額

下段・支出済額

人　口

世帯数

H15.3.31現在

50,683

21,040

H14.3.31現在

50,738

20,842

〈詳しくは〉

市財政課財政係　�22-1111 内線242
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◆ 歳 出 科 目 別 内 訳 ◆

議会費　議会の運営にかかったお金
・一人あたり 　 4,398円

・世帯あたり   10,595円

総務費　各種管理経費、広報、選挙、統計調査、
　　　　企画開発関連経費、窓口業務にかかった

　　　　お金

・一人あたり   45,693円

・世帯あたり 110,070円

民生費　市民福祉、交通安全、保育所運営等にか
　　　　かったお金

・一人あたり   73,154円

・世帯あたり 176,221円

衛生費　各種検診、予防接種、環境衛生、斎場管
　　　　理、ごみ処理等にかかったお金

・一人あたり   22,951円

・世帯あたり   55,286円

労働費　出稼援護事業、青少年ホーム運営等にか
　　　　かったお金

・一人あたり     　950円

・世帯あたり     2,288円

農林水産業費　農林水産業の振興、農道整備、
　　　　漁港整備等にかかったお金

・一人あたり   11,615円

・世帯あたり   27,979円

商工費　商工観光の振興、観光施設整備事業等に
　　　　かかったお金

・一人あたり     8,800円

・世帯あたり   21,199円

土木費　道路新設改良、維持補修、排水路整備、
　　　　除排雪、公園整備等にかかったお金

・一人あたり   28,076円

・世帯あたり   67,631円

消防費　下北地域広域行政事務組合負担金、消防
　　　　施設整備等にかかったお金

・一人あたり   18,443円

・世帯あたり   44,426円

教育費　小・中学校管理、学校建設、公民館、図
　　　　書館、体育館、運動公園、文化財保護等

　　　　にかかったお金

・一人あたり   33,911円

・世帯あたり   81,687円

公債費　学校を建てたり、道路をつくったりした
　　　　ときに借りたお金の返済にあてたお金

・一人あたり   48,881円

・世帯あたり 117,750円

その他　公営企業負担金等
・一人あたり   57,190円

・世帯あたり 137,764円

会 計 名

国民健康保険事業

老 人 保 健

下 水 道 事 業

用 地 造 成 事 業

公共用地取得事業

介 護 保 険

予算現額

3,813,308

3,177,072

1,499,533

1,604,579

18,470

2,177,610

収入済額

2,936,085

2,578,437

444,177

51,475

18,469

1,609,363

収入率

77.0%

81.2%

29.6%

3.2%

100.0%

73.9%

支出済額

3,347,514

2,678,671

1,361,516

1,535,134

18,469

1,861,072

執行率

87.8%

84.3%

90.8%

95.7%

100.0%

85.5%

特　別　会　計 （単位：千円）

事 業 会 計

財 産 の 状 況

市 債 の 残 高
（単位：千円）

一　般　会　計

21,728,841（57.6％）

水 道 会 計

11,287,909（30.0％）

下水道会計　4,654,835（12.4％）

土　　　地

うち山林

建　　　物

5,311,362　㎡

133,850　㎡

155,496　㎡

有価証券外

基　　　金

車　　　両

944,798　千円

3,194,445　千円

136　台　

予 算 額

執 行 額

執 行 率

収　入

1,292,662

1,278,337

98.9％

支　出

1,252,308

1,238,557

98.9％

予 算 額

執 行 額

執 行 率

収　入

663,608

663,608

100.0％

支　出

1,179,993

1,164,410

98.7％

収益的収支 資本的収支

企業会計（水道事業）

３月末までに使ったお金
市民１人あたり
354,062円（362,809円）

１世帯あたり
852,897円（883,225円）

（　）は前年度額
３月末までに納付された市税

市民１人あたり
92,142円（91,818円）

１世帯あたり
221,959円（223,523円）

市債総額376億7,158万5千円

市民１人あたり…743,279円 １世帯あたり…1,790,475円

（　）は前年度額

　区　分　

民　生　債

水 産 業 債

畜 産 業 債

商　工　債

土　木　債

公営住宅債

　　　　　

教　育　債

　　　　　

災害復旧債

そ　の　他

　　　　　

下水道事業債

上水道事業債

　会　計　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

一 般 会 計

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

下水道事業

水 道 事 業

　内　容　等　

保 育 所 整 備

漁　港　整　備

牧　野　整　備

観 光 施 設 整 備

道　路　整　備

公 営 住 宅 整 備

小 学 校 整 備

中 学 校 整 備

社会教育施設整備

災 害 復 旧 整 備

　　　　　　　　

　　　　　　　　

下 水 道 整 備

上 水 道 整 備

地方債残高

　118,586

348,659

419,220

226,398

3,228,413

1,066,986

3,739,550

2,292,320

2,253,611

84,988

7,950,110

21,728,841

4,654,835

11,287,909

37,671,585

構成比

0.3%

0.9%

1.1%

0.6%

8.6%

2.8%

9.9%

6.1%

6.0%

0.2%

21.1%

57.6%

12.4%

30.0%

100.0%

（単位：千円）

小　　　　計

合　　　　計
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【むつ市の場合】

◎広域交付住民票について

①申請できる方…むつ市以外に住民登録をしている方。

②申請に必要なもの…住基カードまたは本人確認のできる証明書（運転免許証等の写真付きの証明書等）を準備し、窓

口に用意してある申請書に記入し申請する。

◎住民基本台帳カードについて

①住民基本台帳カード（住基カード）には２種類あります。

・タイプＡ（写真なし）……… 氏名のみを表示

・タイプＢ（写真あり）……… 氏名、性別、生年月日、住所を表示

②申請できる方………………… むつ市に住民登録をしている方。

③申請に必要なもの…………… 本人確認のできる証明書（運転免許証等写真付きの証明書等）

証明写真１枚（写真入りを希望の場合）、縦45㎜×横35㎜（パスポート用と同じ）

④発行について………………… 基本的には即日発行しますが、カード作成に多少時間がかかりますのでお待ちいただく

ことになります。

⑤カードの有効期限…………… 発行日から10年間

◎住民基本台帳ネットワークシステムに関わる手数料

①広域交付の住民票の交付…………………………１件 300円

②住民基本台帳カードの発行………………………１件 500円

〈詳しくは〉市市民課記録係 �22-1111内線313・314
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　公民館で活動しているサークルを一堂に集め、子どもからお年寄りまで楽しめる

『むつ市公民館まつり』を開催します。

　どうぞ、ご家族やお友達をお誘い合わせのうえ、多数おいでください。

◎フリーマーケット

　６日（15区画）午前９時～午後３時

　７日（20区画）午前９時～正午

〈申し込み〉

　８月25日（月）午前８時30分より、電話か直

接公民館窓口へ。（先着順）

〈参加費〉

１区画（約２×２ｍ）６日…500円・７日…300円

◎絵てがみ体験コーナー（絵てがみサークル）

　６日・午前９時～正午

描きたいものを描きたいように描いてみませ

んか？

◎手芸体験コーナー

　６日・７日・午前９時～午後３時

（リボンサークル）

ビーズのキーホルダー作り（材料費100円）

（パッチワークサークル）

ブローチ作り（材料費300円）

ほかにも『裂き織り』『こぎん』も体験できます。

みよう！　やってみよう！　たのしんでみよう！

第10回むつ市公民館まつり
９月６日（土）・７日（日）／午前９時～午後３時

新鮮野菜とホタテ市場、ミルク工房ボンサーブ

玄 

関 

前

新鮮朝採り野菜・焼きホタテの直販と、栄養満点、ボ

ンサーブの飲むヨーグルト・牛乳の販売

〈詳しくは〉

市公民館　�24-1224
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オープニングセレモニー

９月６日（土）午前９時～

テープカット・風船プレゼント

ふるまい餅

９月６日（土）・７日（日）午前11時～

玄関ホール

２
　
　
階

１
　
　
階

講
　
　
堂

サークル、市民大学ゼミの作品展示

（むつ陶芸、陶芸ゼミ '71、陶芸教室、籐手芸、木彫り、絵てがみ、陶紙、写真ゼミ）

サークルの作品展示

（裂き織り、リボン、こぎん、パッチワーク）
よい子の小劇場（ストーリーテリング『ひばの会』）

健康料理コーナー（むつ市食生活改善推進員会）

お楽しみコーナー（なつかしいクジがいっぱい！）

フリーマーケット

（６日・午前９時～午後３時／７日午前９時～正午）

くらしと健康展（６日）

舞台発表（７日・午後１時～）
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詳しくは市立図書館へ

�２８－３５００

２８－３４００
 は休館日です。

９月の図書館カレンダー

・・・・・・・・・・　今月の新着案内　・・・・・・・・・・

水

3
10
17
24

金

5
12
19
26

土

6
13
20
27

日

7
14
21
28

木

4
11
18
25

京 都 の 大 路 小 路

育ててみたい鉢花5 0 0 種

青 い 月 の バ ラ ー ド

中国における近代思惟の挫折１

梅 原 猛 の 授 業 仏 教

しばわんこの和のこころ２

日 本 人 の 神 髄

ま た た び

街 道 の 日 本 史５４

鬼 哭 啾 啾

日 本 の 土 地 百 年

地図で読む現代戦争事典

家 族

女性のための法律相談ガイド

年収300万円時代を生き抜く経済学

国 保 崩 壊

人間になれない子どもたち

外 来 種 ハ ン ド ブ ッ ク

花 か げ の 物 語

小 学 館

長 岡 　 求

加　藤　登紀子

島 田 虔 次

梅 原 　 猛

川 浦 良 枝

小 田 全 宏

さ く ら も も こ

吉 川 弘 文 館

辛 　 淑 玉

日本の土地百年研究会

フランソワ・ジェレ

北朝鮮による拉致被害者家族連絡会

東 京 弁 護 士 会

森 永 卓 郎

矢 吹 紀 人

清 川 輝 基

日 本 生 態 学 会

土 居 善 胤

【 趣味・娯楽・旅行 】

【 哲学・思想・心理 】

【 宗教・民俗・人類 】

【 歴史・地理・地図 】

【 政治・社会・時事 】

【 経済・法律 】

【 福祉・厚生 】

【 教育・学校 】

【  生きもの  】

難聴・めまい・耳鳴りを解消する

さ ら ば ニ コ チ ン く ん

心 を 癒 す 食 卓

科学的に正しい暮らしのコツ

不法投棄はこうしてなくす

上手な住宅リフォームの秘訣

きれいになるトマトレシピ

お茶の時間のお取り寄せ

取 り 分 け 離 乳 食

里のサルとつきあうには

ダ ー リ ン は 外 国 人

リ ヒ テ ル は 語 る

ぢぞうはみんな知っている

三 島 由 紀 夫 全 集 ３ ２

冬 の ソ ナ タ 下

サ イ レ ン ト ・ ゲ ー ム

ヨ ア キ ム

下 駄 で 歩 い た 巴 里

神 尾 友 和

浪　川　きよ子

室 田 洋 子

左 巻 健 男

石 渡 正 佳

中 山 賢 介

上 村 泰 子

秋　元　麻巳子

夏　梅　美智子

室 山 泰 之

小　栗　左多里

リ ヒ テ ル

群　　　ようこ

三　島　由紀夫

キ ム ・ ウ ニ

リチャード・ノース・パタースン

トールモー・ハウゲン

林　　　芙美子

【 医学・病気・医療 】

【 生活・美容・健康 】

【 環境・エコロジー 】

【 都市・土木・建築 】

【 料理・グルメ 】

【 家庭・女性・老人 】

【 産業・工業 】

【  コミック  】

【 芸術・美術・ビジュアル 】

【 文学・一般 】

天 使 の 爪 下

グ ロ テ ス ク

レ モ ン ・ イ ン セ ス ト

銀 の 皿 に 金 の 林 檎 を

竜 馬 ５

笑 う 怪 獣

虹 列 車 ・ 雛 列 車

国 銅 下

ル ナ

い っ ぽ ん 桜

エ ・ ア ロ ー ル

自 衛 隊 官 舎 若 妻 日 記

ひょっこりひょうたん島

東京江戸たんけんガイド

海の生きもののくらし

宿題に役だつ１日工作

すぐできる環境調査７

女の子のビーズはじめて絵本

リサイクルで作る小学生の楽しい工作

盗 神 伝 ２

ロ ー ワ ン と 白 い 魔 物

ふ う た の か ぜ ま つ り

神 か く し レ ス ト ラ ン

心 霊 写 真 レ ス ト ラ ン

ブ ン ダ バ ー ４

ト イ レ の か め さ ま

かいけつゾロリのようかい大リーグ

大 沢 在 昌

桐 野 夏 生

小　池　真理子

大 道 珠 貴

津 本 　 陽

西 沢 保 彦

花 村 万 月

帚 木 蓬 生

三 島 浩 司

山 本 一 力

渡 辺 淳 一

塚 越 恵 美

井　上　ひさし

田　中　ひろみ

小 林 安 雅

小 学 館

梅 沢 　 実

さめじまたかこ

成美堂出版編集部

メーガン・ウェイレン・ターナー

エミリー・ロッダ

あまん　きみこ

かとう　くみこ

たかい　よしかず

くぼしま　りお

戸 田 和 代

原　　　ゆたか

【 児童書・絵本 】

本
が
ひ
ら
く
　
新
た
な
世
界

む
つ
市
立
図
書
館
ま
つ
り

〜
本
と
の
出
会
い
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
情
報
の
発
信
基
地
へ
よ
う
こ
そ
〜

　
新
し
い
図
書
館
が
開
館
し
て
３
年
が

経
過
し
、
徐
々
に
当
初
の
目
的
で
あ
る

『
視
る
』『
聴
く
』『
覚
え
る
』『
知
る
』
を

通
じ
て
新
し
い
市
民
の
輪
が
広
が
っ
て

き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
後
さ
ら
に
市
民
の
方
々

が
図
書
館
に
来
た
く
な
る
よ
う
な
、
来

る
と
ホ
ッ
と
す
る
よ
う
な
、
来
る
と
楽

し
い
、
ま
た
来
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
、
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
図
書

館
を
目
指
し
て
『
む
つ
市
立
図
書
館
ま

つ
り
』
を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉
９
月
13
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

〈
ど
こ
で
〉
市
立
図
書
館

〈
ど
ん
な
〉

・
読
み
聞
か
せ
講
座

・
こ
の
本
お
も
し
ろ
か
っ
た
よ
コ
ー
ナ
ー

・
図
書
館
探
検
ツ
ア
ー

・
鳴
ら
し
て
み
よ
う
、
吹
い
て
み
よ
う
日
本
の
音
色

・
つ
く
っ
て
み
よ
う
〜
川
柳
と
俳
句
〜

・
お
は
な
し
会

・
尺
八
の
調
べ
＆
ボ
サ
ノ
バ
の
夕
べ

・
推
薦
図
書
展
示
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
詳
し
く
は
〉

市
立
図
書
館

�

28－

３
５
０
０

火

2
9
16
23
30

月

1
8
15
22
29
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　国道338号の曲がりくねった海岸沿いの道路を走りながら、

涼しくて爽やかな海風が車の窓から流れてきました。ライトグ

レーの空と浅い青の海を背景にして、小さい海沿いの家を見た

ら、冬は寒くて大変だろうと思いました。この様に物思いにふ

けっていたら東通村の白糠地区の『バイパス』を標す道路標識

を気にせず、目的地を見逃してしまいました。目的地を通り過

ぎた事に気づき、Uターンして目的地の『安藤造船所』に着き

ました。むつ市から八戸方面へ向かって白糠地区のバイパス手

前の右側にある倉庫のような建物です。

　床に渦巻いたカンナくずが散乱し、杉と檜葉の板が棚と床に

何枚も積み重ねて置いてあるので木の刺激的な香りが空中に

漂っていました。倉の中で、木製の船と一生懸命働いている２

人の姿が見えました。一人は80代の日本人安藤さん（年齢より

もずっと若く見えました。）で、黒い足袋をはいて、ゴルフ帽

の下に鉛筆を突き刺し、木の塊をカンナで削ってました。もう

一人はTシャツにジーンズ姿の背の高いアメリカ人で、いろい

ろなものを計ったり、略画を描いていました。こちらはダグラ

ス・ブルックスさんでした。

　気がつくと、ダグラスさんが温かい笑顔で歓迎してくれまし

た。実は、約１か月前黒石市の青荷温泉でダグラスさんと奥さ

んのカサリンさんと偶然出会いました。私が両親と一緒にむつ

市から青森県の津軽地方を探検し、ダグラスさんとカサリンさ

んが関東地方から日本海沿いを通って青荷温泉に着き、隣で食

事をしました。食事をしながらたくさん話しました。ダグラス

さんは青森県の東通村の白糠地区に向かう途中とのことでし

た。なぜかと言いうと船大工と一緒に和船を造る予定がありま

した。これは大変面白くて素晴らしい国際交流だと思い、何を

やっているのか知りたくなりました。ですから、また会えるよ

うに青森県の事を良くわからないダグラスさんとカサリンさん

に「何か質問や手伝うことがありましたら手伝ってあげます

よ」と話しました。すると２人が東通村に着いて早速電話があ

りました。

　それで、むつ市や下北半島などについていろいろな質問があ

り、「一緒に食事をすることになりました。食事に誘われたの

ですが、翌日私が教えている料理教室がありましたので、それ

に誘いました。その時、むつ市と下北半島に関しての情報、観

下北文化会館・大ホール９月の催し物案内
�２日（火）13:30～16:00 ………………………………《関係者》

県立田名部高等学校　平成15年度芸術鑑賞教室『落語』
�６日（土）18:00～20:30 …………………… 《自由席400円》

県立大湊高等学校吹奏楽部第24回定期演奏会
�14日（日）12:00～16:00 ………………………………《整理券》

青森県民文化祭『民謡』
�19日（金）12:00～16:30 ………………………………《整理券》

第15回むつ市老人クラブ連合会発表会
�20日（土）18:30～ ………………………………………《整理券》

ふるさと（下北）のこころ

　国際交流員

ター・ディビット

�21日（日）14:30～16:30 ……………………………《入場無料》
菊池ピアノ教室発表会

�25日（木）・26日（金）10:00～ 12:00…… 《一般800円ほか》
第145回下北文化会館自主事業『角笛シルエット劇場』

�27日（土）11:00～17:00 …………………… 《自由席400円》
第31回下北地区吹奏楽祭

�28日（日）13:30～16:00 ……………………………《入場無料》
小さなピアニストからのメッセージ

〈詳しくは〉
下北文化会館　�22-8411

ダグラス・ブルックス （船大工）

光地、地図などを渡しました。料理教室が終わり数人の人がダ

グラスさんの働いている造船所を見てみたいと言い、造船所へ

見学に行く事になりました。

　６月中旬頃から、ダグラスと師匠の安藤清蔵さんが『シマイ

ハギ（四枚接ぎ）』という木造船を造っています。木の板４枚

を使ってこの船が造ります。杉と檜葉が材料です。なぜダグラ

スさんが安藤さんを捜し出したかといいますと伝統的な和船の

造船技術を守り、正確に記録し残すことです。

　ダグラスさんは大学時代のルームメイトだった日本人の招待

と、『たらい船』の写真をきっかけにし、1990年に初めて来

日しました。その時、ダグラスさんはすでに熟練した船大工で

ありました。新潟県佐渡島へ行くと、たらい船の大工は２人し

かいませんでした。３年間後に再び佐渡島を

訪れると一人が亡くなっており、１人しか

残っていませんでした。結局は、ダグラスさ

んの興味とたらい船の造船技術を残す責任感

から、大工からたらい船の造船技術を学び記

録しました。それから、アメリカへ帰国後、

最後の船大工の奥さんから船大工が亡くなっ

たことを知らされました。最後の船大工が

造っていた不完全な１隻の船が残ったため、

ダグラスさんは、お金を貯めて佐渡島に戻り、たらい船を完成

させました。（次号へ続く）



( 2 2 )

イ ベ ン ト 情 報
イ　ベ　ン　ト

十 和 田 湖 国 境 ま つ り

三 沢 航 空 祭

箭 根 森 八 幡 宮 例 大 祭

東 通 村 牧 場 ま つ り

猿 賀 神 社 大 祭

期　　日

９月６日～７日

９月 ７ 日

９月 14日

９月中旬

９月10日～12日

開　催　地

（ 十 和 田 湖 町 ）

（ 三 沢 市 ）

（ 佐 井 村 ）

（ 東 通 村 ）

（ 尾 上 町 ）

お問い合わせ

実 行 委 員 会 事 務 局

航空自衛隊三沢基地

佐 井 村 企 画 調 整 課

東通村産業振興公社

猿 賀 神 社

電話番号

0 1 7 6 - 7 5 - 2 4 2 7

0 1 7 6 - 5 3 - 4 1 2 1

0 1 7 5 - 3 8 - 2 1 1 1

0 1 7 5 - 4 7 - 2 1 1 5

0 1 7 2 - 5 7 - 2 0 1 6

 
秋
の
自
然
観
察
会
へ
ど
う
ぞ

  

〜
あ
の
大
海
原
の
向
こ
う
に
は
何
が

あ
る
の
だ
ろ
う
〜

　
そ
ん
な
想
い
を
抱
い
て
あ
の
鳥
た
ち

は
大
空
を
飛
ぶ
の
だ
ろ
う
か
。

　
心
地
よ
い
汗
と
疲
労
を
感
じ
な
が
ら
、

山
頂
で
寝
こ
ろ
ん
で
み
る
。
ま
る
で
大

空
を
ひ
と
り
じ
め
に
し
た
感
覚
を
味
わ

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
尻
屋
桑
畑
山
を
散
策
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉
９
月
21
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

〈
ど
こ
で
〉
尻
屋
桑
畑
山

 

※
岩
屋
小
学
校
に
集
合
。

〈
見
ど
こ
ろ
〉

　
ノ
ス
リ
、
オ
オ
タ
カ
、
ハ
イ
タ
カ

な
ど
秋
の
渡
り
を
観
察
し
ま
す
。

〈
準
備
す
る
も
の
〉

・
双
眼
鏡
（
現
在
お
持
ち
の
も
の
で
結
構
で
す
）

・
長
靴 

　
・
筆
記
用
具 

　
・
防
寒
具

・
飲
物
　
・
弁
当
　
・
虫
除
け
対
策
等

※
山
歩
き
が
出
来
る
服
装
で
お
越
し
下
さ
い
。

〈
申
込
期
間
〉

９
月
１
日（
月
）〜
12
日（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
生
涯
学
習
課
文
化
係
　

�

22－

１
１
１
１
内
線
７
３
３

金
婚
に
該
当
す
る
方
は

お
申
し
出
く
だ
さ
い

　
市
と
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催

す
る
、
平
成
15
年
度
老
人
福
祉
大
会

を
10
月
17
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
大
会
で
は
、
数
え
年
88
才（
米
寿
）

を
迎
え
る
長
老
者
と
、
結
婚
後
満
50

年
を
迎
え
る
金
婚
の
夫
婦
（
該
当
し

な
が
ら
表
彰
を
受
け
て
い
な
い
方
を

含
み
ま
す
）
を
ご
招
待
し
、
表
彰
と

お
祝
い
を
行
な
い
ま
す
。

　
金
婚
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
後
日
老
人
福
祉
大
会
に
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
締
切
〉
９
月
17
日
（
水
）

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

�

22－

１
１
１
１
内
線
８
６
１

�

33－

３
０
２
３（
直
通
）
　
　

　
５
年
前
、
む
つ
下
北
の
み
な
さ
ん
が

世
界
の
各
国
の
文
化
、
習
慣
や
民
族
に

気
楽
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
を
設

け
、
国
際
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
お
互

い
に
国
際
理
解
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
『
下
北
国
際
ふ
れ
あ
い
会
』（
Ｓ
Ｉ
Ｒ

Ａ
：S

im
okita Internatinal R

elations

A
ssociation

）
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
一
時
活
動
の
少
な
い
時

期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
活
動

を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
た
く
さ
ん
の

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
幽
霊
屋
敷
の
あ
る
大
き
な

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
、
外
国
人
向

け
の
日
本
料
理
教
室
、
ク
リ
ス
の
ネ

パ
ー
ル
話
な
ど
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
活
発
な
国
際
交
流
の
輪
を
広
げ
、

さ
ら
に
活
発
に
活
動
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
多
く
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
友
好
を

作
っ
た
り
し
た
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。

『
下
北
国
際
ふ
れ
あ
い
会
』
会
員
募
集

　
１
年
間
だ
け
で
も
『
下
北
国
際
ふ
れ

あ
い
会
』
に
入
会
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
入

会
す
れ
ば
、
楽
し
く
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
外
国
人
で
も
日
本
人
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
友
達
を
作
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
都
合
が
良
い
と
き
、
ま
た
イ
ベ
ン
ト

の
テ
ー
マ
に
興
味
が
あ
る
と
き
に
、
自

由
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企

画
で
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
と
一
緒
に
国
際
交
流
・
国
際

理
解
を
深
め
た
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
運
営
費
用
と
し
て
会
員
の
み
な
さ
ま

か
ら
会
費
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
会
費

は
１
年
間
１
人
（
１
家
族
）
１
千
円
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
市
国
際
交
流
員
　
タ
ー
・
デ
イ
ビ
ッ
ト

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
６
３

hisho65@
city.m

utsu.aom
ori.jp
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い

ろ

り

か
ぎ

　
夜
に
な
っ
て
囲
炉
裏
の
鉤
づ
け
（
自

お
き

在
鉤
）
を
あ
げ
て
、
残
り
の
燠
を
灰
でこ

埋
め
、
大
型
の
布
団
を
掛
け
た
の
が
炬

た
つ燵

の
始
ま
り
と
い
わ
れ
る
。

や
ぐ
ら
ご
た
つ

A
A

A

　
い
わ
ゆ
る
櫓
炬
燵
で
あ
り
、
だ
い
ど

A

じ
ょ
い

ご
（
居
間
）
や
常
居
（
客
間
）、
小
部
屋

に
も
炉
を
つ
く
り
、
切
り
炬
燵
に
し
て

布
団
を
掛
け
て
暖
を
と
っ
た
。

い

じ

こ

　
嬰
児
籠
は
や
わ
ら
か
い
藁
束
を
円
筒

に
積
み
上
げ
て
組
ん
だ
丸
籠
で
あ
り
、

こ
の
中
に
藁
く
ず
や
ボ
ド（
ぼ
ろ
布
）
を
敷

き
、
赤
子
を
入
れ
る
育
児
用
具
で
あ
る
。

お
う
み
ん
づ
い

　
奥
民
図
彙
（
江
戸
後
期
の
民
俗
図
集
）

む
つ
市
の
文
化
財
め
ぐ
り
（
16
）

〜
生
活
・
生
産
用
具
・
住
（
民
俗
資
料
）
〜

む
つ
市
文
化
財
審
議
委
員

　
遠
　
藤
　
克
　
巳

に
は
『
イ
ジ
メ
、
ワ
ラ
ヲ
以
作
ル
赤
子

ヲ
育
ス
ル
ノ
具
ナ
リ
賎
家
ヲ
用
ユ
』
と

あ
り
、
絵
図
に
説
明
を
加
え
て
い
る
。
他

え
ち
ぜ
ん

い
づ
め

に
越
前
（
福
井
県
）
で
は
、『
居
詰
』
と

い
う
同
じ
も
の
が
あ
る
。

い
い
づ
め

め
し
び
つ

　
ま
た
『
飯
詰
』
で
は
飯
櫃
を
入
れ
る

飯
籠
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に

し
て
も
保
温
の
機
能
は
同
じ
で
あ
る
。

い

じ

こ

　
嬰
児
籠
は
庶
民
の
生
活
か
ら
消
え
て

し
ま
っ
た
が
、
炬
燵
は
炭
火
か
ら
電
熱

へ
と
熱
源
が
変
化
し
、
現
在
に
至
っ
て

も
そ
の
原
型
を
伝
え
て
い
る
。

炬燵と嬰児籠

春
　
夏
　
秋
　
冬

・
揚
羽
な
す
夜
景
燦
々
と
夏
の
宵
今
し
ふ
わ
り
と
舞
い
立
つ
気
配

相
　
馬
　
佐
和
子

・
目
の
前
の
北
海
道
よ
遠
き
日
に
牛
飼
い
を
せ
り
恋
も
知
り
た
い

千
　
引
　
五
三
郎

・
ペ
ン
キ
染
み
迷
彩
兵
め
く
塗
装
工
の
若
き
額
の
汗
清
々
し

橋
　
　
や 

す 

子

・
痛
み
つ
づ
く
手
足
か
ば
ひ
つ
つ
身
を
起
す
今
日
を
生
き
ぬ
く
気
力
た
し
か
め

村
　
上
　
幸
　
江

・
秘
め
事
も
た
た
ん
で
今
日
の
日
傘
か
な

羽
　
立
　
盤
　
空

・
隣

家

よ

り

稽

古

笛

洩

れ

明

け

易

し

長
久
保
　
恵
　
美

俳　句 短　歌
　
む
つ
市
で
は
、
行
政
運
営
上
で
、
市

民
の
声
を
聞
く
、
非
常
に
重
要
な
各
種

審
議
会
や
委
員
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

私
た
ち
が
今
ま
で
出
席
し
て
、
部
分
的

に
有
効
に
機
能
し
て
い
な
い
よ
う
に
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
研
究

会
は
、
む
つ
市
長
の
お
許
し
を
い
た
だ

き
、
こ
れ
か
ら
の
各
種
審
議
会
な
ど
の

本
質
的
な
あ
り
方
を
研
究
し
て
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
そ
の
成
果
と
各
種
審
議
会
・

委
員
会
な
ど
を
担
当
す
る
市
職
員
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
む
つ
市
と
下
北
地
域
の
発
展
の
た
め

に
、
今
後
の
会
議
を
ど
の
よ
う
に
す
る

か
、
建
設
的
な
各
種
審
議
会
の
あ
り
方

を
語
り
合
う
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
し
て
、
こ
の
機
会
に
日
ご
ろ
感
じ
て

き
た
ん

い
る
こ
と
や
、
率
直
な
忌
憚
の
な
い
ご

意
見
、
建
設
的
で
た
め
に
な
る
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉
９
月
17
日
（
水
）

午
後
５
時
30
分
〜

〈
ど
こ
で
〉
下
北
文
化
会
館
大
集
会
室

〈
詳
し
く
は
〉

こ
れ
か
ら
の
審
議
会
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
会

工
藤 

�

24－

４
８
９
８

清
川 

�

22－

４
４
７
３

意
見
交
換
会
開
催 

〜
こ
れ
か
ら
の
審
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
〜
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【海の日・開館記念イベントにお越しくださいまして　　
　　　　　　　　　　誠にありがとうございました】

 　７月20日（日）のイベントでは、肌寒い曇り空でしたが、

949人ものお客さまにお越しいただき、誠にありがとうござ

いました。アニメ上映『ＯＮＥ　ＰＩＥＣＥ』や、ちびっこ

工作教室『鉄琴をつくろう！、ふしぎなコップをつくろ

う！』のほか、様々なイベントを実施しましたが、楽しんで

頂いたでしょうか。

　ちびっこ工作教室『ふしぎなコップをつくろう！』では、

コップを冷やすと描いた絵が出てくるという特殊なペイン

トを使って、みなさん、大変上手に絵を書いていましたね。

お家で冷たいジュースを入れて、試してみましたか。

　次回の無料開放イベントは、10月に開催する予定です。楽

しみにしていてくださいね。

【臨時休館のお知らせ】

  ９月６日（土）は、大変申し訳ありませんが停電のため、

誠に勝手ながら当館は休館いたします。ご了承下さい。

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　　�25-2091
　　　　　　　　　  25-2092
� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

　
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発
表
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
レ
シ
ピ
部
門

　
環
境
に
配
慮
し
た
料
理
を
募
集

※
２
時
間
程
度
で
調
理
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
食
生
活
の
知
恵
部
門

　
環
境
に
配
慮
し
た
調
理
上
の
ア
イ

デ
ィ
ア
や
食
材
の
利
用
法
、
保
存
法

な
ど
を
募
集

（
例
）
魚
は
ま
な
板
の
上
に
新
聞
紙
を

載
せ
、
そ
の
上
で
さ
ば
き
、
内
臓
な

ど
も
新
聞
紙
の
上
に
出
し
て
し
ま

い
、
流
し
台
の
中
に
は
落
と
さ
な

い
。（
生
活
排
水
対
策
）

（
例
）
廃
コ
ー
ヒ
ー
の
粉
を
乾
燥
さ

せ
、
灰
皿
に
入
れ
る
。（
生
活
排
水

お
よ
び
廃
棄
物
対
策
）

※
食
生
活
の
知
恵
の
部
は
、
会
場
で
の
発
表

の
ほ
か
に
、
紙
上
発
表
だ
け
で
も
可
。

〈
い
つ
〉
11
月
11
日
（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉
下
北
文
化
会
館

〈
対
象
者
〉

　
む
つ
市
、
脇
野
沢
村
、
川
内
町
、

東
通
村
、
横
浜
町
在
住
の
方
。

〈
申
込
方
法
〉

　
参
加
希
望
の
方
は
、
氏
名
、
住
所
、

郵
便
番
号
、
電
話
番
号
、
参
加
部
門
、

発
表
内
容
の
概
略
を
記
載
の
う
え
、
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
様
式
は
任
意
で
す
。
発
表
者
は

決
ま
り
次
第
連
絡
を
し
ま
す
。

〈
申
込
締
切
〉

９
月
19
日（
金
）当
日
消
印
有
効

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
０－

８
５
７
０（
住
所
不
要
）

青
森
県
環
境
政
策
課
環
境
保
全
グ
ル
ー
プ

�
０
１
７－

７
３
４－

９
２
４
９

０
１
７－

７
３
４－

８
０
６
７

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

出
前
講
座
in
む
つ

〈
い
つ
〉
10
月
１
日
（
水
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉
市
公
民
館

〈
テ
ー
マ
〉
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

〈
講
師
〉

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
　

吉
　
永
　
み
ち
子
　
氏

〈
そ
の
他
〉
託
児
あ
り
（
１
才
半
〜
就
学
前
）

※
９
月
26
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
男
女
共
同
参
画
室

�

22－

１
１
１
１
内
線
２
２
１

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ィ
ア
募
集

『
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
発
表
会
』
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ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 

　

�

不
用
品
登
録
活
用
銀
行

　
市
消
費
者
の
会
で
は
、
物
を
大
切

に
使
お
う
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
一
環
と
し
て
、
不
用
品
の
あ
っ
せ

ん
を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
有
償
で
の
取

り
引
き
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
希
望
品
…
婦
人
服
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
冷
凍
庫

（
小
）、
室
内
歩
行
器

※
登
録
状
況
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
に
は
、

随
時
お
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

〈
連
絡
先
〉

市
消
費
者
の
会
事
務
局（
市
商
工
観
光
課
内
）

�

22－

１
１
１
１
内
線
５
４
３

不
用
品
活
用
登
録
銀
行
利
用
方
法

①
不
用
品
・
希
望
品
の
あ
る
方
は
、
市
商
工
観
光

課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
商
工
観
光
課

が
窓
口
と
な
り
、
活
用
登
録
銀
行
へ
登
録
し
、

本
紙
へ
掲
載
い
た
し
ま
す
（
掲
載
ま
で
は
１
か

月
程
度
か
か
り
ま
す
）
。
不
用
品
は
そ
の
ま
ま
家

庭
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
本
紙
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご
希
望
の
品
、
ま

た
は
譲
っ
て
も
よ
い
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

商
工
観
光
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
こ

ち
ら
か
ら
相
手
方
の
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
お
取
引
き
は
直
接
当
人
同
士
で

お
願
い
し
ま
す
。

③
お
取
引
き
の
結
果
は
、
必
ず
商
工
観
光
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
有
償
で
の
お
取
引
き
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

演

奏

会

�

大
湊
地
方
隊
創
設
50
周
年
記
念

演
奏
会

　
海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
隊
で
は
、

創
設
50
周
年
を
迎
え
、
地
域
の
み
な

さ
ま
を
対
象
と
し
て
、
大
湊
音
楽
隊

に
よ
る
記
念
演
奏
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉
10
月
４
日
（
土
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉
下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

〈
ど
ん
な
〉

・
第
１
部
…
50
周
年
を
迎
え
て

・
第
２
部
…
日
本
太
鼓
の
響
き

（
ゲ
ス
ト
…
八
戸
華
炎
太
鼓
）

・
第
３
部
…
そ
し
て
未
来
へ

（
ゲ
ス
ト
…
ウ
ェ
ン
ズ
デ
ー
・
コ
ー
ラ
ス
、
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ル
）

〈
入
場
料
〉
無
料

〈
申
込
方
法
〉

　
入
場
を
ご
希
望
の
方
は
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
、
年

令
、
電
話
番
号
お
よ
び
同
行
者
全
員

（
４
名
ま
で
）
の
氏
名
お
よ
び
年
令
を
ご

記
入
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
締
切
〉

９
月
19
日（
金
）当
日
消
印
有
効

〈
問
合
せ
・
応
募
先
〉

〒
０
３
５－

８
５
１
１（
住
所
不
要
）

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
総
監
部
広
報
係

�

24－

１
６
５
０

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

�

『
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
』

青
森
県
支
部
大
会

　
実
に
16
年
ぶ
り
に
む
つ
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
に
興
味
の
あ
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉
９
月
21
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉
下
北
文
化
会
館
大
集
会
室

〈
ど
ん
な
〉

・
記
念
講
演

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
会
長
　
　
　
　
　
　

原
　
　
　
昌
　
三
　
氏

海
洋
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
む
つ
研
究
所
研
究
員
　

木
　
元
　
克
　
典
　
氏

・
お
楽
し
み
抽
選
会

・
物
品
展
示
、
販
売

〈
入
場
料
〉
無
料

〈
そ
の
他
〉

　
前
日（
９
月
20
日
）
、
大
畑
町
薬
研
温

泉
の『
紅
葉
荘
』に
て
前
夜
祭
を
行
な

い
ま
す
。
申
し
込
み
は
９
月
15
日

（
祝
）ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
詳

し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

〒
０
３
５－

０
０
５
２

む
つ
市
昭
和
町
17
番
40
号
　
矢
田
谷
方

む
つ
下
北
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
事
務
局

�

23－

７
３
７
８

催
　
　
し

�

平
成
15
年
度
『
第
３
回
ま
さ
か

り
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
』

〈
い
つ
〉
９
月
７
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉

ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
前
イ
ベ
ン
ト
広
場

〈
出
店
料
〉

・
１
区
画（
約
３
×
２
ｍ
）…
１
千
円

〈
募
集
区
画
〉
50
区
画
（
先
着
順
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

（
財
）む
つ
下
北
観
光
物
産
公
社

�

22－

０
９
０
９

福
　
　
祉

�

手
話
講
習
会

　『
手
話
』は
、
聞
こ
え
な
い
人
た
ち
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
す
。

　
あ
な
た
も
『
目
で
見
る
言
葉
』
で
あ

る
手
話
を
学
ん
で
、
聞
こ
え
な
い
人
た

ち
と
心
の
交
流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

〈
い
つ
〉

９
月
４
日
〜
12
月
25
日
の
毎
週
木
曜
日

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

※
10
月
22
日
に
限
り
水
曜
日
と
な
り
ま
す
。

〈
ど
こ
で
〉
下
北
文
化
会
館
手
話
点
字
室

〈
受
講
料
〉
無
料

〈
詳
し
く
は
〉

市
生
活
福
祉
課
障
害
福
祉
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
４
２
２
・
４
２
３
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総　合　健　診
基本健康診査と各種がん検診が１日で受診できます。

11月10日（月）　学習センター 120名

11月17日（月）　長　寿　荘 120名

11月18日（火）　下北文化会館 140名

11月30日（日）　下北文化会館 140名

※11月30日（日）は子宮がん検診と乳（甲状腺）がん検診を除

きます。

◎午前の検診…基本健康診査、胃・大腸・肺がん検診、

結核検診（受付時間：午前７時～８時30分）

◎午後の検診…子宮・乳・甲状腺がん検診

〈詳しくは〉

市健康推進課予防係　�22-1111内線445

８月１日現在　平均価格

<灯　　油>　☆ 1�ローリー価格

　　　　　　☆18�配達価格

<ＬＰガス >　☆ＬＰガス５ｍ3

　　　　　　☆ＬＰガス10ｍ3

<ガソリン>　☆レギュラー１�現金

　　　　　　☆軽油１�現金

今月平均

45円

864円

4,104円

6,579円

104円

83円

価格の幅

42～47

 756～ 945

3,990～4,253

6,405～6,615

 101～ 109

 80～ 89

前月平均

（45円）

（866円）

（4,104円）

（6,579円）

（104円）

（83円）

※ むつ市消費者の会モニター調べ

＝燃料価格ニュース＝
（税込）

同

窓

会

�

む
つ
工
業
高
等
学
校
創
立
40
周

年
『
同
窓
生
の
集
い
』

　
毎
年
実
施
し
て
い
る
同
窓
生
の
集
い

で
す
。
堅
苦
し
い
雰
囲
気
は
抜
き
と
し

て
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で

出
席
で
き
な
か
っ
た
同
窓
生
も
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉
９
月
６
日
（
土
）

午
後
６
時
〜

〈
ど
こ
で
〉
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
リ
ー
ン

〈
会
費
〉
３
千
円

〈
詳
し
く
は
〉

県
立
む
つ
工
業
高
等
学
校
同
窓
会
事
務
局

�

24－

２
１
６
４

　
昭
和
48
年
開
設
以
来
、
１
千
名
余
の

卒
業
生
を
送
り
だ
し
て
き
た
本
校
衛
生

看
護
科
で
す
が
、
す
で
に
ご
承
知
の
と

お
り
来
年
３
月
、
37
名
の
卒
業
生
を
最

後
に
閉
科
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
卒
業
生
は
、
む
つ
総
合
病
院
を
は
じ

め
と
す
る
地
元
の
病
院
や
施
設
、
ま
た

県
内
外
で
医
療
従
事
者
と
し
て
働
い
て

お
り
ま
す
。
む
つ
下
北
の
医
療
従
事
者

の
育
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
衛
生
看
護
科
が
閉
科
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
閉
科
記
念
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
卒
業
生
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
次
の
と
お

り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

①
閉
科
記
念
式
典

〈
い
つ
〉
11
月
１
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

〈
ど
こ
で
〉

県
立
田
名
部
高
等
学
校
第
一
体
育
館

②
思
い
出
を
語
る
会

〈
い
つ
〉
11
月
１
日
（
土
）
午
後
５
時
〜

〈
ど
こ
で
〉
む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

〈
会
費
〉
５
千
円

※
当
日
受
付
に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
方
法
〉

　
　
氏
名
（
旧
姓
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

何
期
生
か
（
卒
業
し
た
年
）
を
明
記
の

う
え
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
詳
し
い

こ
と
を
知
り
た
い
方
は
遠
慮
な
く
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
式
典
・
語
る
会
と
も
出
欠
希
望
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
締
切
〉

９
月
30
日（
火
）当
日
消
印
有
効

〈
詳
し
く
は
〉

〒
０
３
５－

０
０
５
４

む
つ
市
海
老
川
町
６
番
18
号

衛
生
看
護
科
閉
科
実
行
委
員
会

（
栗
林
・
濱
山
）　

�

22－

１
１
８
４

23－

７
２
３
３

　
現
在
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
い
た
定

期
接
種
と
し
て
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
生
後
12
か

月
か
ら
90
か
月
未
満
の
小
児
で
す
。
た

だ
し
平
成
15
年
９
月
30
日
ま
で
は
、
昭

和
54
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62
年
10
月
１

日
生
ま
れ
の
方
も
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
風
し
ん
の
予
防
接

種
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
、
風
し
ん

に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
料
金
は

無
料
で
す
。
接
種
希
望
の
方
は
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

昭
和
54
年
４
月
２
日
〜

昭
和
62
年
10
月
１
日
生
ま
れ
の
方

〈
接
種
医
療
機
関
〉
む
つ
総
合
病
院

〈
実
施
期
間
〉

９
月
１
日（
月
）〜
30
日（
火
）

〈
申
込
締
切
〉
９
月
12
日
（
金
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
健
康
推
進
課
予
防
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
４
４
５

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

県
立
田
名
部
高
等
学
校
衛
生
看
護
科
閉
科
記
念
行
事
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市
で
は
、
出
生
か
ら
小
学
校
就
学
の

始
期
に
達
す
る
ま
で
の
乳
幼
児
を
対
象

に
、
医
療
費
給
付
事
業
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

〈
対
象
と
な
る
医
療
費
〉

▼
０
〜
３
才
児

・
入
院
、
通
院
の
医
療
費
（
医
療
保
険

対
象
分
）

・
入
院
時
の
食
事
医
療
費
に
係
る
標

準
負
担
額

▼
４
才
児
〜
就
学
前
の
児

・
入
院
の
医
療
費
（
医
療
保
険
対
象
分
）

・
入
院
時
の
食
事
医
療
費
に
係
る
標

準
負
担
額

〈
資
格
証
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の
〉

・
保
険
証
（
お
子
さ
ん
の
名
前
が
入
っ
た
も
の
）

※
１
月
１
日
現
在
、
む
つ
市
に
住
所
を
有
し

な
い
転
入
者
で
、
資
格
証
の
交
付
申
請
を

す
る
方
は
、
所
得
確
認
の
た
め
源
泉
徴
収

票
・
所
得
課
税
証
明
書
・
住
民
税
課
税
通
知

書
の
い
ず
れ
か
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
医
療
費
給
付
申
請
に
必
要
な
も
の
〉

・
保
険
証
　
・
資
格
証

・
領
収
証
ま
た
は
レ
シ
ー
ト
（
お
子
さ
ん

の
名
前
が
入
っ
た
も
の
）

・
通
帳
（
郵
便
局
以
外
の
も
の
）

〈
詳
し
く
は
〉

市
健
康
推
進
課
保
健
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
４
４
３

これからの予防接種日程
☆麻しん・風しん・三種混合

麻 し ん

風 し ん

三種混合

実 施 日

９月５日

９月５日

９月26日

対　象　児　

１才～７才６か月未満

１才～７才６か月未満

３か月～７才６か月未満

佐藤小児科 ･･･午後２時～午後５時

ちばクリニック･･ 午後２時～午後３時30分

菊池医院 ･････ 午後１時30分～午後２時30分

時 間

　時間は午後８時から午後11時までです。また、都合により当番医が変更

になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

北 　 村 　 医 　 院 � 22-2135

三 　 上 　 医 　 院 � 22-1011

傳 　 法 　 医 　 院 � 24-1186

中村眼科クリニック � 22-2512

川 　 上 　 医 　 院 � 22-2990

村中内科・心療内科医院 � 23-0120

☆　７日（日）

☆14日（日）

☆15日（祝）

☆21日（日）

☆23日（祝）

☆28日（日）

９ 月 の 在 宅 当 番 医

健康教室・健康相談・健康診査

離乳食教室

対象児は、平成15年１月生まれおよび平成15年５月

生まれの乳児。場所は下北文化会館集会娯楽室。

９月24日（水）
10 :10～10 :20

赤ちゃん教室（アレルギー）

対象児は、生後４か月～９か月になるまでの乳児。

場所は下北文化会館集会娯楽室。

９月24日（水）
14:10～14:20

10か月児健康診査

対象児は、平成14年11月生まれの乳児。場所は下北

文化会館検査検診室。

９月30日（火）
12 :40～12 :50

１才６か月健康診査

対象児は平成14年２月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

９月12日（金）
13 :00～13 :20

２才児歯科健康診査

対象児は平成13年３月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

９月５日（金）
13 :00～13 :20

３才児健康診査

対象児は平成12年３月生まれの幼児。場所は下北文

化会館技術訓練室。

９月２日（火）
12 :00～12 :20

健康なんでも相談

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が健

康についてのご相談をお受けします。

９月の健康相談（高脂血症）

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が高脂血症ににつ

いてのご相談をお受けします。予約制です。�22-1111内線443

毎週月曜日
13 :00～15 :00

毎週火～金曜日
13 :00～15 :00

９ 月 の 献 血 受 付 日 程
血液がたいへん不足しています。献血にご協力ください。

★16日（火）

　　ＪＡはまなす農業協同組合 10:30～ 12:00

　　むつ消防署 13:30～ 14:30

　　むつ総合病院 15:00～ 16:30

★ 29日（月）

　　むつ市役所 10:30～ 12:00

　　老人保健施設　はまなす苑 13:30～ 14:30

　　特別養護老人ホーム　恵光園 15:00～ 16:30

乳

幼

児

医

療

費

給

付

事

業
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第52回

むつ市子どもネブタ

合　同　運　行
小川子ども会

千と千尋の神隠し
土手内子ども会

三　国　志
仲町子ども会

三　国　志

横迎町子ども会

川中島の戦い
松山もえろ子ども会

三　国　志
赤坂子ども会

三　国　志
柳町一二三子ども会

武　　蔵

栗の実子ども会

日 本 武 尊
古川つぼみ子ども会

関　　羽
わかば子ども会

吉　法　師
竹の子子ども会

武田勝千代丸の妖狸退治

とびだせ子ども会

妙見尊星王
大空子ども会

南総里見八犬傳
風の子子ども会

義経八艘飛び
はまなす子ども会

雷　　神

みどりがおか子ども会

決戦 川中島
昭和町三ツ葉子ども会

津軽為信公
品ノ木子ども会

義　　経
若松町子ども会

義経八艘飛
( 2 8 )

　   『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。
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